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1　社　会　福　祉

(1)民　生　委　員

ア　地区別民生委員数(定数844人)　　　　　　　　　　　　(昭62.4.1現在)

地区

性別
東 部 m sb 南 部 北 部 中 部 計

男 1 4 4 8 2 4 7 7 0 4 0 3 8 3

* 1 9 4 8 8 3 1 1 0 4 3 1 4 4 8

計 3 3 8 1 7 0 7 8 1 7 4 7 1 8 3 1

イ　民生委員推せん制度

民生委員推せん準備会

(-rasas)

o推せん会の下部親織として、小学校の区域ごとに熊本市民生委員推せん準備会をおく

o準備会は民生委員候補者の下調べを行い、推せん会にその結果を内申する

(準備会委員)

o準備会は委員9人以内をもって組織する

o委員は小学校の区域内に住所を有し、市議会議員の選挙権を有するものの内から推せん会委員長が

委嘱する校区社協　校区婦人会　校区民生委員　校区自治会　校区PTA　校区保護司　校区老人ク

ラブ　校区母子会　校区公民館各代表

民生委員推せん会

各校区よb内申書れた候補者を、民生委員法第8条による委員構成によ9、民生委員推せん会によっ

て推せんする

り　処　遇

民生・児童委員報償金

総務　年額49,500円　　委員　年額42,000　円　(このほか各委員に43,,000円県より支出)

市電(全線パス)、有バス及び各社バス乗車券年額4,0 0 0円相当

民生委員協議会運営補助金　　年額　4,6 4 2千円

民生委員互助会運営補助金　　年額　　8 4 4千円

特別旅費(大会等出席旅費)年額　1 45千円
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(2)社会福祉団体一覧 (昭62. 4. 1現在)

名 称 代 表 者 . 所 在 地 設 置 日 的

社会馳 人 熊本
田尻 靖幹 南千反畑町 1 0 番 7 号

熊本市における社会福祉事業の能率的運営 と組織括動を促進

市社会福祉協議会 し、もって市民の福祉の増進を図る

熊本市民生委員 .
森田 政彦 南千反畑町 10 番 7 号

民生委員相互の研虎と資質の向上を図 り、もって市民の福祉

児童委員協議会 増進に寄与する

熊本市母子寡婦福
板倉アキノ 新屋薮 1 丁 目1 5番 7号

母子家庭の母 . 寡婦の相互福祉の対策を考究 し、その具体的

社連合会 実践によ り自立更生に努め生活の安定を図る

熊本市老人クラブ

連 合 会
坂梨 日露 花畑町 l3 番 1 号 老人の福祉痩進を回る

鹿本市遺族連合会 甲島 清明 紺屋町2 丁 目8 番 1 号
遺族の団結、相互扶助、更生慰安を回り平和日本の隆盛に貢

献する

熊本県英霊顧彰会 細川 護無
水前寺 6 丁 目 熊本県

援護課内
英室の顕彰 と遺族の福祉薗進を図る

熊本市傷痕軍人会 夢革 松草..花畑町 3 番.1 号 戦傷病者の福利増進を図る

熊本南原爆被声音

の会
内田 幸書 秋津町洞山津 85 番地 1 故爆者の相互扶助と福利増進を図る

熊本地区保護司会 免田 碩:渡鹿 6 丁目6 番 4 0 号

更生保護事業 として、非行犯罪のあった者の更生を助長する

ため指導監督、補導鼓護を行って一般社会への復帰を図り、

再犯を防止して社会を保護し、 もって個人及び公共の福祉を

増進するため犯罪予防椿動を行 うことを目的とする

熊本B B S 会 松浦 一美1 大江 3丁目 1番 5 3号
奉仕と友愛の精神をもって日常、非行少年のよき友達を志す

B B S 会員の質の向上と会員相互の連絡を図る

原水禁日本国民会

議熊本県協議会
川村 継義 九品寺1丁目1 7番 9号 あらゆる園の核実験に反対することを目的とする

核兵器禁止平和建

設熊本県民会議
沢田 一精 新星敷1丁目2番3 7 号 人類を滅亡する核兵器の製造中止を図る

熊本県共同募金会

熊本市支会
=坂梨 日露 南千反畑町 1 0 番 7 号 共同募金の推進を図る

日本赤十字社熊本
田尻 靖幹 手敢本町1 番1 号

日赤社資募集運動の推進及び災事救護活動をはじめ赤十字事

県支部熊本市地区 業の推進を図る

熊本市精神薄弱者

育成会
牧野 艮造 花畑町 3番 1号 熊本市の精神薄弱者 (児) の社会人としての育成を図る

熊本市身体障害者
寺本 克己 渡鹿 5 丁目 5番 52 号

級級強化並びに親睦、生活向上、自立更生、社会復帰の援助

福祉協会連合会 を図る

熊本市社会福祉施

設連合会
松本 孝拍 渡鹿 5 丁目9 番 12 号 市内の各社会福祉施設の職員の資質の向上を図る

熊本市保育所連盟 城本敬】郎 手牧草町8 番3 号 保育事業の健全な発展、保育関係者の資質の向上を図る

社団法人 熊本市

保育園協会
層 本 栄次 手職本町8 番 3 号

保育園の代表者が会員となり、保育園の資質の向上と保育園

職員の福利厚生を図り、もって乳幼児保育の振興に寄与する

ことを目的とする

社会福祉法人 能本
.田尻 靖幹 筏畑町3 番 1号

熊本市が設置する社会福祉施設の運営を適切、かつ能率的

市社会福祉事業団 に行うことにより、熊本市における社会福祉の増進に寄与す

ることを目的とする

中国残留孤児等対
星子 敏雄 花畑町 3 番 1 号

中国残留日本人孤児等にかかる諸間蜜の解決に寄与し、あわ

策協議会 せて中華人民共和国との友好親善に資することを目的とする
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(3)中国帰国者生活安定対策事業

昭和62年6月1日現在熊本市に在住する中国帰国者は52世帯137人を数え県内帰国者の約半数以上

を占めている

これら中国帝国者が1日も早く日本社会の風俗、習慣、言語等に慣れることにより社会的自立を容易

にすることを目的とする

中国帰国者生活安定対策特別事業

施行年月日　　昭和57年6月17日

就労人員　10名(昭和62年6月1日現在)

内　　　容　　公園の清掃作業等

中国帰国者日本語講座

開講年月日　　昭和58年4月17日

受　講　者　14名(昭和62年6月1日現在)

内　　容　中央公民館において毎週日曜日、日常生活に必要な日本語の講座を開いている

2　社会福祉事業団

名　　　　　称　　社会福祉法人　熊本市社会福祉事業団

設立年月　日　　昭和57年3月23日

目　　　　的　　事業団は.民間の活力を結集して.熊本市が設直する次の社会福祉施設の運営を通風か

つ能率的に行うことにより、熊本市における社会福祉の増進に寄与することを目的とする

運営管理する　(1)第1種社会福祉事業
施設と事業

o熊本市はなぞの学苑(精神薄弱者更生施設)の受託経営

o熊本市母子寮(母子寮)の受託経営

(2)第2種社会福祉事業

O熊本市中央老人福祉センター

o熊本市東老人福祉センター

o熊本市酉老人福祉センター

o熊本市南老人福祉センター

o熊本市北老人福祉センター

o熊本市母子福祉センター

の受託経営

(3)施設外事業として「老人の生きがいと創造の事業」の受託運営

役　　　　員　理事14名　　監事　2名

理事長　市　　長

副理事長　　助　　　役

常務理事　　前交通事業管理者
(事轟局長兼薗)-

理　　事　　市議会代表理事・民間学識経験者理事・社会福祉事業関係理事・市関係職員

理事

監　　事　　収入役・民間学識経験者

事務所の所在地　　熊本市布畑町3番1号
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資本金及び資金　　基本財産　3,0 0 0千円(市出資金)

運用財産　7,000千円(市出資金)

事業資金は、市からの委託料、補助金及び預金利子その他の資金をもってあてる

3　生　活　保　護

(1)保護状況

年 度

区 分
5 7 5 8 5 9 6 0 6 1

坐 世 帯 4,4 5 7 4 ,7 5 3 5,0 1 6 5 ,1 4 5 5 ,0 7 7

活

秩
人 員 l 8 ,8 0 6 9,3 5 9 9,7 7 5 9,8 9 6 9 ,4 5 1

助 金 額 (千円) 3,1 9 1,9 8 2 3 ,5 4 6,6 6 3 3 ,8 4 2 ,1 1 7 4,0 1 6,3 9 2 3,8 3 7 ,0 3 8

荏 世 帯 3,7 7 1 4,0 8 9 4,3 4 5 4 ,5 1 6 4 ,4 8 1

宅

秩
人 員 7,3 4 6 7,9 2 7 8,3 5 3 8,5 5 9 8 ,2 1 2

助 金 額 (千円) 6 5 1,0 2 6 7 6 1,4 5 1 8 6 9 ,0 2 3 9 7 9 ,9 0 7 1,0 1 6,1 9 8

敬 世 帯 9 8 3 1,0 4 1 1,0 7 2 1,0 8 5 9 8 6

育

扶
人 員 1,6 1 9 1,7 0 7 1,7 9 1 1,7 8 9 1,6 3 3

助 金 額 (千円) 1 0 8,7 4 6 1 0 9,3 2 4 1 1 4 ,6 6 6 1 2 0,5 5 2 1 1 2,5 1 4

医 世 帯 5,0 4 1 5,2 5 8 5,4 8 1 5 ,6 1 1 5 ,4 8 1

痩

扶
人 員 6,7 9 6 6,9 8 9 7 ,2 5 7 7 ,4 5 4 7 ,1 6 3

助 金 額 (千円) 6,3 6 1,3 4 3 6,5 8 8,6 5 4 7,0 9 0 ,6 4 6 7,5 3 3 ,1 7 1 7,7 8 0 ,4 5 8

出 世 帯 1.6 1.3 2 2 2

産

秩
人 員 1.6 1.3 2 2 2

助 金 額 (千円) 8 6 9 6 6 0 6 4 1 6 9 9 7 8 6

壁 世 帯 7.3 7.2 7 7 5

業

秩
人 員 7.4 7.3 7 7 6

助 金 額 (千円) 1,9 9 8 2,3 9 5 1,0 4 2 1,7 3 0 1,5 5 2

罪 世 帯 1 3.3 1 0.5 1 0 1 2 l l

祭

扶
人 員 1 3.3 1 0.5 1 0 1 2 l l

助 金 . 額 (千円) 1 6β1 8 1 3,1 6 8 1 2,6 6 4 1 6 ,0 4 5 1 5,4 2 8

保護施 設事務費 (千円) 7 9,5 0 4 7 6,5 8 9 8 0,7 5 7 7 6,1 3 1 8 0,0 5 2

実

数

世 帯 5,7 0 7 6,0 0 9 6,2 6 4 6,3 5 0 6,1 9 7

人 員 1 0,1 7 5 1 0,7 4 5 l l,1 2 4 l l,1 9 1 1 0 ,6 5 7

金 額 (千円) 1 0,4 1 22 8 6 l l,0 9 8,9 0 4 1 2,0 1 1,5 5 6 1 2 ,7 4 4 ,6 2 7 1 2,8 4 4,0 2 6

(注)　世帯及び人員は月平均、金額は年度総計を示す

(2)保護率の推移(年度平均)

区 分 年 度 5 7 5 8 . 5 9 6 0 6 1

市
1 8 .9 0 X o

1 9 .7 3 2 0 .1 6 2 0 .0 9 1 9 .0 2

輿 1 6 .9 6 1 6 .9 0 1 6 .4 8 1 5 .5 6 1 3 .7 3
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(3)保護措置状況

区 分 年 度
5 7 5 8 5 9 6 0 6 1

申 革 件 数 1,3 9 1 1 ,5 3 0 1 ,5 1 1 1 ,3 8 1 1 ,3 0 3

開 始 件 数 1,1 3 2 1 ,2 3 9 1 ,2 1 4 1 ,1 2 1 9 7 9

却 下 . 取 下 件 数 2 6 0 2 7 9 2 8 7 2 7 5 2 9 8

廃 止 件 数 8 6 8 8 9 7 1 ,0 6 1 1 ,1 0 9 1 ,2 0 2

(4)世帯の労働力類型別二披保護世帯
(昭和61年度月平均)

区 分

就 業 別

構 成 比

内 訳 世 帯

世 い

帯 て

主 芸

が 世

働 帯

常 用 ▼勤 労 者 3 8 2
6 .2 %

日 雇 労 務 者 2 3 4 3 .8

内 職 者 6 2 1 .0

そ の 他 の 就 業 者 1 0 3 1 .7

位 帯 主 は 働 い て い な い が 世 帯 員 が 働 い て い る 世 帯 3 0 9 5 .0

働 い て い る 者 の い な い 世 帯 5 ,1 0 7 8 2 .3

合 計 6 ,1 9 7 1 0 0

(5)生活保護施設
(昭62. 4. 1現在)

種 別 施 設 名 経営主体 施 設 代 表 者 所 在 地 許可年月 定 員

救 護 銀 杏 寮 社会福祉法人 吉 田 義 ).A 春 日5丁 目1 7番 3昏号 昭 35. 12 6 0

授 産 友 愛 授 産 場 ′′

〟

西 島 昌 節 壷 川2丁目1番 57 号 昭28. 12 3 0

医療解禁 イ功 聖 心 痢琵 村 田 初 子 上林 町3 番 56 号 昭 27. 4 9 6
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4　児童・母子福祉

(1)保育所措置状況

年 度 公 私 立 別 申 請 件 数 要 措 置 件 数 冶 置 件 数 措 置 率 (% ) 末 措 置 件 数

5 8

公 立 1,3 8 8 1 ,3 8 5 1 ,3 1 6 9 5 .0 6 9

私 立 7 ,3 8 9 7 ,3 6 3 7 ,0 4 6 9 5 .6 3 1 7

計 8 ,7 7 7 8 ,7 4 、8 8 ,3 6 2 9 5 .5 3 8 6

5 9

公 立 1 ,4 0 2 1 ,3 9 6 1 ,3 5 1 9 6 .8 4 5

私 立 7 ,3 2 3 7 ,3 0 7 7 ,0 6 9 9 6 .7 2 3 8

計 8 ,7 2 5 8 ,7 0 3 8 ,4 2 0 9 6 .7 2 8 3

6 0

公 立 1 ,3 5 7 1 ,3 4 8 1 ,3 1 5 9 7 .6 3 3

私 立 7 ,3 2 5 7 ,3 1 5 6 ,9 8 6 9 5 .5 3 2 9

計 8 ,6 8 2 8 ,6 6 3 8 ,3 0 1 9 5 .8 3 6 2

6 1

公 立 . 1 ,4 1 5 1 ,4 0 8 1 ,3 5 3 9 6 .1 5 5

私 立 7 ,5 0 5 7 ,4 9 6 7 ,1 3 5 9 5 .2 3 6 1

計 8 ,9 2 0 8 ,9 0 4 8 ,4 8 8 9 5.3 4 1 6

6 2

公 立 1 ,3 7 2 ′ 1 ,3 5 7 1 ,3 2 0 9 7 .3 3 7

臥 . 立 7 ,3 6 2 7 ,3 3 1 7 ,0 3 2 9 5 .9 2 9 9

計 8 ,7 3 4 8 ,6 8 8 8 ,3 5 2 9 6 .1 3 3 6

(2)年齢別保育所措置状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭62. 4. 1現在)

区 分 保 育 所 数 定 数

年 齢 別 措 置 件 数

0 歳. 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 fig

公 立 1 9 1,6 5 0 2 8 1 0 5 1 8 5 3 0 1 3 3 5 3 6 6

私 立 9 1 7,3 4 9 2 9 1 7 5 7 1,1 6 2 1,5 2 5 1,6 0 6 1,6 9 1

計 1 1 0 8,9 9 9 3 1 9 8 6 2 1,3 4 7 1,8 2 6 1,9 4 1 2,0 5 7

(3)保育所　公立　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭62.4.1現在)

施 設 名 定 員
職 員 数

所 在 地 施 設 名 定 員

職 員 数

所 在 地
保 母 その他 計 保 母 その他 計

本荘保育園 1 3 0 l l 3 1 4 本荘 6 丁 目 大江保 育園 6 0 7 3 1 0 大江 6 丁目

寺原 〝 7 0 5 3 8 . 坪井 5 丁 目 清水 〝 9 0 8 3 l l 清水本町

績手 〝 1 0 0 6 3 9 1横手 2 丁 目 中島 " 6 0 3 2 5 沖新町

白山 " 9 0 8 3 l l 白山 2 丁 目 幸 田 〝 9 0 6 3 9 御幸 笛田町

京塚 〝 1 1 0 1 0 3 1 3 健軍町 健軍 〝 1 0 0 9 3 1 2 健軍 2丁 目

扇町台 " 9 0 9 3 1 2 池 田 1丁 目 水前寺 〝 9 0 7 3 1 0 水前寺公 園

城東 〝 9 0 6 3 1 9 水道町 熊本乳児 〝 6 0 l l 4 1 5 水道 町

池上 〟 9 0 6 3 9 池上町 黒髪乳児 〝 6 0 4 2 6 黒髪 2 丁 目

小島 〝 9 0 6 3 9 小島下町 麻生田 〝 9 0 1 0 3 1 3 清水 町麻生田

春 日 〝 9 0 6 3 9 春 日 1 丁 目. 計 1 9 カ 所 1,6 5 0 1 3 8 5 6 1 9 4
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A

　

一

私 立 (昭 6 2 .-.4 1 野 草 )I

施 設 名 定 員
職 員 数

所 在 地 施 設 名 定 員
職 員 数

所 在 地

保母 その他 計 保母 計

白 羊 保 育 .蘭 90 8

1 6

7

7

6

10

8

7

8

7

9

l l

9

7

1 4

7

8

7

5

8

1 0

7

6

4 .

1 0

4 1 2

2 0

島崎 3 丁 目 帯 山 保 育 園 9 0 8 3 . l l .健軍町

黒 髪 幼 愛 園 200 4 . 黒髪 2 丁 目 大 1 光 〝 60 6 3 9 画 図町大 字所 島

愛 光 幼 児 園 60 2 9 新 大江 2 丁目 千 草 〟 90 9 3 1 2 萩原町

城 高 保 育 園 60 3 1 0 城 山大 塘町 こず え 〝 90 l l 3 1 4 八 島町

みのり 〝 60 3 9 本荘 3 丁 目 光 輪 〝 60 6 2 8 秋 津町沼 山津

双 葉 〝 90 3 1 3 本荘 2 丁目 つ く し 〝 45 9 2 l l 花 園 5 丁 目

城 南 幼 愛 園 90 3 l l 春 日町 エ ンゼル 〝 9 0 9 3 1 2 健 軍町

友 愛 会 保 育 園 60 3 1 0 塵川 2 丁目 城 山 〝 6 0 8 3 l l 城 山上代町

聖 母 幼 愛 園 90 4 12 南町 や ま び こ 〝 4 5 6 2 8 尾 ノ上 2 丁 目

の ぞ み 保 育 園 90 3 1 0 若葉 2 丁目 こま ど り 〝 9 0 8 2 1 0 長嶺町

ひ か り 幼 児 園 120 4 1 3 大江 2 丁目 む つ み 〝 90 8

6

6

9

6

8

7

b

8

5

1 0

7

6

5

6

6

6

8

6

6

1 0

7

6

7

5

6

8

7

7

7

5

5

6

6

7 1 1

2 1 0 楠 1丁 目

ひ ば り 保 育 園 120 4 1 5 健軍町 第 二 森 下 .〟 90 3 9 近見町

旭 〝 15 0 4 1 3 近鬼町 さ く ら ぎ 〝 60 3 9 花 立 3 丁 目

ひまわ り 〝 6 0 3 1 0 新大江 1 丁目 武 蔵 ケ 丘 〝 90 3 1 2 ,武蔵ケ丘 1 丁 目

か つ ぱ 〝 15 0 5 1 9 保 田窪 1 丁目 ひ む き 〝 60 3 9 戸島町

マ リ ア 幼 愛 園 90 3 1 0 水前寺 4 丁目 御 幸 こぼ と 〝 90 3 l l 御幸笛田町

報 徳 L保 育 園 90 3 l l 池 田 2 丁 目 田 迎 " 90 5 1 2 田迎町大字艮町

小 破 〝 90 4 l l

9

l l

新南部町 さつ きケ 丘 〝 60 3 9 龍 田町上立 田

塵 光 〝 60 4 花 園 6 丁 目 第二 エン珍レ 〝 90 4 1 2 健軍町

若 葉 幼 愛 園 60 3 池 上町 熊 本 す み れ 〝 60 3 8 池亀町

か お る 床 育 園 90 4 1 4 中島町 や まな み .〟 12 0 3 1 3 戸 島町

政 津 〝 90 3 1 0

9

6

1 4

桜 木 1 丁 目 せ きれ い 〝 60 3 1 0 l健軍 5 丁 目

藤 崎 台 〝 60 3 古京町 松 尾 〝 60 4 1 0 . 公尾町上松 尾

有 明 〝 60 2 小島下町 第 二旭 〝 60 3 8 近 見町

城 北 〝 120 4 清水町大字新地 熊 本 日の 出 〝 60 4 1 0 桜 木 3 丁 目

仁 .愛 幼 育 園 210 1 5

9

7

1 2

6 2 1 薄場町 こ じか 〝 6 0 3 9

1 0

南高江 町

ぎん な ん 保 育 園 90 3 1 2 京塚本町 清 水 ヶ丘 〝 6 0 4 清水町 大字兎谷

… 尻 〝 90 3 1 0 川尻町 帝 二 面 E l - 4 5 2 1 0

9

9

1 3

出水 4 丁 目 .

つ ぼ み 〝 12 0 4 1 6 国府本町 出 仲 間 〟 60 3 【瑞鵬 瑚ヰ間

シ オ ン 〝 6 0 1 3

9

4 1 7 新町 4 丁目 な ぎ さ 〝 60 3 江津 1 丁 目

くる み 〝 90 3 1 2 疲鹿 6 丁 目 仁 愛 第 二幼 育 閲 90 3 . 白藤町

仁 愛 乳 児 園 90 1 4

7

9

1 0

6

8

6

7

9

5

1 0

7

7

1 0

8

4 1 8 春 日4 丁 目 あ ゆみ 保 育 園 60 3 1 0 龍田町弓 削

す ぎの こ保 育 園 90 4 l l 二本木 4 丁目 カ トレア 〝 60 3 9

1 0

7

8

1 2

若葉 6 丁 目

木 の 実 〝 90 2 l l 西原 2 丁 目 _h " 6 0 3 上ノ郷町

天 使 の 園 〝 90 4 .1 4

9

l l

渡鹿 1 丁 目 木 の葉 〝 60 2 石原町

きよ め 〝 60 3 国府 2 丁 目 たつ だ 〝 60 2 日田町 弓削

九 品寺 〝 90 3 九品寺 5 丁 目 つ ば め 〝 90 4 長嶺町

は け み や " 60 4 1 0 .清水町大字高平 日 吉 〝 60 3 1 0 十禅寺町

画 図 〝 60 3 1 0 面図町大字下江 に れ の き 〝 60 3 1 0 清水町大 字稔 木

二 岡 〝 120 3 1 2

8

1 3

戸島町 力 合 さ くら 〝 45 3

3

2

3

2

2 8 8

1 0

8

7

9

8

9 9 9

合志町

広 福 〝 60 3 長嶺町 リ ズ ム 幼 育 開 60 御幸 笛田町

供 合 〝 114 3 上南部町 ま ん ご く保 育 園 45 清水町 大字万石

小 山 〝 90 3 1 0 小山町 月 出 〝 60 健軍 町

*S T

第二桜 ケ丘 〝

本 妙 寺 . 〟

9 0

9 0

9 6

4

. 3
2

l l

1 3

10

南高江町

世安町

園 4 丁 目

熊 本 夜 間 〝

計 9 1 カ. 所

3 0

.7β49

新市街

くす の実 〝 1 20 1 0 3 1 3 楠 4 丁 目 公私立計 11 0 カ所 由99 8 4 9 「34 4 ,19 3
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(4)助　　成

ア　社会福祉施設建設費補助金

補助金の額は、社会福祉施設等施設整備費及び設備整備費の国庫補助(負担)基準により算出した

額から、当該法人が国、県又はその他の補助機関から交付を受けた補助金等の額を控除した額に、次
表に定める補助率を乗じて得た額

区 分
補 助 率

新 築 等 増 改 築

補 助 金 交 付 対 象 区 分
市長が措置権
者である場合 その 他

市長が措置権
者である場合 そ の他 .

社会福祉事業法 (昭和 2 6 年法律 第
4 5号)第 2 条に掲げる事業を行 う社
会福祉事業施設 (保育所を除く)

6分の 1 8 分の 1 9 分の 1 1 2 分の 1

保 育 所 4 分の 1 4 分の 1

イ　助成金支出状況(昭和62年度予算)

私立保育所運営費補助金

(基本分) 60,273千円

(児童用採暖費加算分)

8,841千円

私立保育所保育時間延長業務補助金

年額　　30,181千円

私立保育所障害児保育事業費補助金
年額　1 9,176千円

熊本市保育所連盟助成金

年額　　　3,8 0 0千円

熊本市保育園協会助成金

年額　　1,20 0千円

私立保育所牛乳給食事業費助成金

年額　　24,2 68千円

私立保育所事務職員雇用補助金
年額　　　3,9 5 0千円

私立保育所補助基準(基本分)　　(昭和62年度)

年齢区分

定員区分

措 置 鬼 童 1 人 当 りの 月 額 単 価

0 歳 児 1 . 2 歳 児 3 歳 児 .4歳 以上児

60 人 以 下
1, 30 ㌔ 1,20 0 円 630 円 5 70 円

61 90 人 1, 170 1,0 70 500 44 0

91 - 120 人 1, 120 1,02 0 4 50 38 0

12 1 - 150 人 1, 110 1,0 10 4 40 3 70

1 51 人 以上 1, 090 9 90 4 30 3 60

ウ　無認可保育所助成(昭和51年度より実施)

助成内容　園児倍償責任保険料、職員研修費

助成状況　8カ所、 1 53千円(昭和62年度予算)

エ′無認可夜間保育所助成(昭和57年度より実施)

助成内容　園児賠償責任保険料、職員研修費

助成状況　5カ所、 69千円(昭和62年度予算)
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(5)保育所徴収金基準額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭62: 4. 1現在)

. A

仕 等 の 階 層 区 分

徴収金基準.鶴 ( 月額 )

3歳未満児

3.歳以上児

3 歳児 巨歳以上児

A階層 生活保護法による被保護世帯(革給仕帯を含む)
0円 R

B 階層 A階層を除き前年度分の市町村民税非課税tk帯 0 0

C階層 1
A 階層s c*

B 階層を除

前年度分の市町村民税のうちの均等要のみの珠税放帯 7,640 5,150

(所得劉非課税世帯) (3,820) (25 70 )

2
前年度分の市町村民税のうちの所得割課税額が 8.6 70 6,170

き前年分の

所得税非課

税世帯

5,0 0 0円未満である世幕 (4,33 0) (3,080)

3
〟

5,0 0 0円以上である惟帯

9,9 00

(4,950)

7,40 0
(3,700)

D 階慮

1

A 階層及び

B 階層を除

き前年分の

所得税課税

世帯

前年分の所得税課税額が 10,780 8,280

3,0 0 0円未満である仕帯 (5,390) (4,14 0)

2
〟

3,0 0 0円以上15,0 0 0円考満であlるtk帯

12,690

(6,340)

10,190

( 5,090)

3
〟

1 5,0 0 0 円以上30,0 0 0円禾満であ.る世帯

15,190

(7,5 90)

1 2,690

(6,340)

4
〟

3 0,0 0 0円以上60,0 0 0円未満である仕帯

20,380

(10,190)
17β90
(8,940)

5
〟

6 0,00 0 円以上90,0 0 0円未満である地帯

26,850

(13,420 )

2 3,170

(l l,58 0)

1 9,150

(9,5 70)

6
//

90,00 0 円以上12 0,0 0 0円未満である仕帯

33
(16

(18

660

830)

330)
〟 〟

7 〟.

1 2 0,0 0 0円以上15 0,0 0 0円未満である壮者

39

(1 9

(2 7

360

680)

870)
〟 //

8 〟
1 5 0,0 0 0 円以上18 0,0 0 0円未.満である仕帯

〟 " 〟

9 #

1 8 0,0 0 0円以上21 0,0 0 0円未満であ阜壮者
〟 〟 〟

10 〟

2 1 0,0 0 0円以上24 0,0 0 0円未満である仕帯 〟 〟 〟

ll 〟

24 0,0 0 0円以上3 30,0 て)0円未満であるtk帯
〟 〟 〟

1.2 ′′

3 30,0 0 0円以上であるtk帯
〟 ′′ 〟

固定資産税事即こよる附加基準表

徴 収金 基 準 表 の 定 義 にお け る階 層 P
認定 す る階層

及 び そ の 固 定 資 産税 宅那こよ る区 分

C 1 階 層 に 属 し 前年 度 分 の 固定 資産 税 額が
C 2 階層

4一0 0 0 円以 上 で あ る世 帯

C 2 C 3 階 層
6 ,0 0 0 円以 上 で あ る世 帯

C 3 〝 D 1 階 層
8 .0 0 0 円以 上 で あ るtk帯

D 1 〝 D 2 階層
1 0 ,0 0 0 円以 上 で あ る世 帯
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鞄　かっこ内の数値は同一世帯から2人以上の児

童が入所している場合において、その2人目以

降の児童に適用される額とする.ただし、 D6

-D 12の3歳未満児の柵のかっこ内の数億の

適用については、次に規定するところによるも

のとする。

(1)上段　3歳未満児が2人以上入所してい

る場合にその2人目以降に適用す

る徴収金の額

(2)下段　3歳未満児と3歳以上児とが入所

している場合において3歳未満児

に適用する徴収金の額



(6)児童扶養手当等

ア　児童扶養手当受給世帯数
(昭62. 4. 1現在)

E ft 離 婚仕 帯 死 別世 帯 未婚母子世帯 疾病者世帯 遺棄 世 帯 その他か但帯 計

世 帯 3 ,8 14 15 5 2 7 7 73 204 3 5 4 ,5 58

(注)月額1人　33,700円

イ　特別児童扶養手当受給者数

区 分 1 級 障 害児 2 級 障害 児 計

実 人 員 4 3 8 1 76 6 14

(注)月額1人{芸霊芸0,800Fj
7,2。。R

く7)施設

ア助産・母子寮
(昭62. 4. 1現在)

種 別 施 設 名 経 営 主 体 施 設 代 表 者 所 在 地 認 可年 月 定 員

助 産 熊 本 産 院 熊 本 市 田尻 靖幹

"
佐藤 義昭

本 山3丁 目5番 11号 暗 2 5. 7 20 ¢椅
母 子寮

〟

熊 本 市 母 子 寮 社会福祉法人

〟

大江 6丁目1番 50号 〝2 6. 8 18 ㈲
友 愛 会 〝 壷川 2 丁目1番 57号 〝2 3. 10 20 任の

施 設 名 経営 主 体 施 設 代表 者 所 在 地 認可年 月 定 員

熊 本 乳 児 院 社会福祉法人

′′

甲 斐 国 男 本荘 2 丁 目 3番 8 号 昭 22. 12 30
慈愛 園乳児 ホーム 潮 谷 癖- 郎 神水 1 丁 目 1 4番 1 号 〝25. 4 1 5

ウ　養護施設

慈愛 園子供 ホーム 社会福祉法人

′′

′′

〟

潮 谷 .総一郎 神水 1 丁 目 14 番 1号 昭 2 3. 5 90

菊 水 学 園 松 本 孝 治 渡鹿 5 丁 目 9 番 12 号 〝 2 5.10 80

藤 崎 台 重 囲 尾 里 - 清 古京町 3 番 5 号 〝 2 4. 3 70

竜 山 学 苑 上 村 宏 鞠 龍田町上立田 9 1 5 番地 〝2 3.10 50

エ　精神薄弱児施設

愛 育 学 園 社会福祉監人

〟

〟

福 山 千 感 清水町大字新地 720番地 昭 38. 12 80

大 江 学 園 塘 林 恭 介 大江町大字渡鹿 3 0番地 〝4 0. 6 90

仁 愛 ひ か り園 宍 戸 春 雄 薄場町 2 95 番地 7 〝4 5.l l (通園) 30

オ　教護院

清水ヶ丘学園 a^ms　盟 桜　井　吉　松 清水田]大字打越476番地 明42. 2

カ　盲ろうあ児施設

熊本ライトハウス 社会福祉法人 山　口　拓　爾 新生1丁目23番11号 昭28. 7

キ　婦人保護施設

熊本県婦人寮 熊　本　県 大　柿　国　定 渡鹿3丁目15番12号 昭33. 8
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ク　母子福祉施設

Fi^^Kgi
所　在　地

設置主体
経営主体
開設年月日
建物構造
敷地面積
建物面積
iKXi
日E3K3問

委　託　料

ケ　児　童　館

東部児童虎

所　在　地

設置主体
開設年月日

構　　　造
敷坤面積
建物面積
着　　　工
J±・
m i

建　設　費

龍田児童館

所　在　地

設置主体
開設年月日
構　　　造
敷地面積
建物面積
着　　　工

完　　　工

iSKi

幸田児童館

所　在　地

設置主体
開設年月日
構　　　造

敷地面積
建物面積
着　　　工

完　　　工

建　設　費

秋津児童館

所　在　地

設置主体
開設年月日
構　　　造
敷地面積
建物面積
着　　　工

完　　　工

建　設　費

熊本市母子福砧センター

熊本市水前寺4丁目47番50号
熊　本　市

社会福祉法人　熊本市社会福祉事業団

昭和60年6月1日
鉄筋コンク1)-ト2階建

680. 04 i㌔

546. 46 nf

135, 708千円

相談室、保育室、和室、技能室、調理実習室
15,737千円(昭和62年度予算)

熊本市銀ケ丘1番1号
熊本市
昭和52年9月1日
鉄筋2階建
6, 516 irf (東部市民センター面積)
325. 43 r㌔

昭和51年9月24日
昭和52年6月20日
45,000千円

熊本市龍田町弓削1192番地41
熊本市
昭和54年7月5日
鉄筋2階建
5, 380 irf (龍田市民センター面積)

303. 85 m2

昭和53年9月6日
昭和54年3月31日
48, 5岳2千円

熊本市御幸笛田町409番地1
熊本市
昭和57年6月1日
鉄筋2階建
5, 578 i謹(幸田市民センター面積)
347. 30 irf

昭和56年9月14日

昭和57年3月31日
90, 067千円

熊本市秋津町沼山津1323番地
熊本市
昭和60年8月10日
鉄筋2階建
10, 722 rが(秋津市民センター面積)
315.45㌦

昭和59年10月5日
昭和60年3月31日
96, 000千円
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西原公園児童館

熊本市九品寺4丁目24番4号
熊本市
昭和53年8月1日

鉄筋3階建
6, 386 irf (西原公園面積)

303. 39 1が

昭和53年1月4日
昭和53年7月11日
52, 585千円

託麻児童館

熊本市長嶺町541番地1
熊本市
昭和56年6月1日
鉄筋2階建
6, 025 nf (託麻市民センター面積)
335 irf

昭和55年9月16日
昭和56年3月31日

75, 676千円

清水児童館

熊本市清水亀井町14番7号
熊本市`
昭和59年7月10日
鉄筋2階建

I 7, 488nf (清水市民センター面積)
337. 45 i謹

昭和58年9月21日
昭和59年3月31日
112,440千円

南部児童館

熊本市南高江町175番地1
熊本市
昭和62年7月7日
鉄筋2階建

7, 525 nf (南部市民センター面積)
313. 93 iぱ

晒和61年7月19日
脂和62年3月31日
94, 198千円

塁



5　身体障害者福祉

(1 )身体障害者福祉モデル都市

昭和5 0年5月モデル都市の指定を受け、各界の代表5 3名を「身体障害者福祉モデル都市推進協議会」

の委員に委嘱。

協議会に民間施設、公共施設、広報の三部会を設けて、各身体障害者団体の意見、要望をもとにして昭和

5 2年度までに46,4 4 0千円の事業を行った。

道路交通安全施設の整備

歩道の段差除去　　　　　　　　　　　　　　　　総延長3,6 2 3 m

歩道盲人用カラーブロック、点字鋲誘導帯の設置　　〝　3,6 23m

盲人用音響式信号機の設置　　　　　　　　　　1 0カ所

聴覚障害者用交通安全標識設置　　　　　　　　　2 0本

公共施設の構造設備の改造

市庁舎及び市民会館内VE点字カラーブロック.スロープ、自動ドア、専用トイt/、手すDを設置

熊本城、陸上章技場.水辺動物園に身体障害者専用トイレ4カ所を設置

公共施設に車椅子の配備

市庁舎及び出先機関1 4カ所に4 2台を配備

簡易入浴事業

寝たきりの重度身体障害者のため中央老人福祉センター内に簡易入浴装置を設置し、車椅子を備えた
搬送車1台により看護婦付添で送迎

広報活動

一般市民VE対する普及啓もうとしては「市政だよb 」や各種会合を利用して広報を行うとともに各民間

企業、行政機関や団体等に、施設設備の改善.待遇の改善等について協力方を依頼、また小学校低学年の

ために福祉副読本を配布

(2)障害者の実態

(昭和61年度)
障害別 年 齢 1 8 歳未満 1 8 歳 以上 計

視 覚 障 害 4 3 2,1 8 9 2 ,2 3 2

聴覚又 は平衡機能 障害 1 2 5 1,8 7 4 1,9 9 9

音声 . 言 語機 能 障 害 2 1 3 7 1 3 9

肢 体 不 自 由 2 8 8 7,9 4 7 8,2 3 ′5

内 部 障 害 1 3 9 1,6 6 5 1,8 0 4

計 5 9 7 1 3 ,8 1 2 1 4 ,4 0 9

(3)身体障害者更生援護状況
(昭和61年度)

区 分

障 害 別

敬

扱

相 談 . 指 導 及 び 措 置 手 帳 交 付

捕 職 生 更 施 そ 申

請

決

定

実

人
隻

業 活

及 指

壁

医

設

入
の

負 負 び導 療 所 他

視 覚 障 害 7 5 0 5 7 1 2 0 0 5 8 7 6 1 0 1 9 8

聴 覚 障 害 6 3 0 1 3 2 8 2 0 3 7 8 8 6 1 6 0

音声 . 言語機能障害 3 2 0 5 0 0 4 5 l l l l

肢 体 不 自 由 2,9 0 0 4 7 5 4 0 0 8 1 2 0 2,9 3 5 3 9 6 3 9 3

内 部 障 害 1,2 0 0 4 1 9 1 0 6 3 8 8 3 9 9 5 2 9 2 2 9 0

計 5,5 1 2 1,0 8 3 7 1 3 3 9 6 1 3 1 5,6 3 9 8 6 1 8 5 2

-90-



(4)障害者住宅整備資金h資(昭和54年4月1日開始)

目　　的　障害者又は障書者と同居する世帯に対し.障害者向けに住宅を整備するために必要な資金

を貸し付けることにより.障害者の居住環境の改善増進に寄与しようとするものである

貸付限度額　1,4 0 0千円

貸付条件　　年率　3%

償還　1 0年以内め元利均等月賦償還

貸付対象者　障害者又は障害者と同居している者で市内に居住し.障害者向けに居室等を増改築又は改

造しようとする者

62年度予算　貸付金　24,000千円

(5)福　祉　パ　ス(昭和53年度開始)

目　　的　身体障害者の地域の社会活動参加を容易にするため.福祉バス(定員2 1人で.このうち

4人程度は車椅子のまま利用できるもの)を翠置さらに56年度からミニ福祉バス(定員8

- 9人内車椅子2人) 1台を購入して身体障害者の福祉の増進を図っている

対　象　者　本市在食の身体障害者手帳所持者

事業内容　市長が適当と認めた更生相談事業.機能回復訓練事業.各種講習会.研修会.スポーツ.

レクリエーション.その他身体障害者の福祉の増進を図る事業等に無料で運行する

対、象者数　14,409人

62年度予算　　3,2 3 6千円

(6)身体障害者家庭奉仕員制度
(昭62.4.1現在)

奉 仕 員 .派遣 対象世帯 委 託 費 用 奉仕員報酬 1 人当月額

1 0 人 5 2A世帯 2 3,9 9 7 千円 1 2 3 ,5 4 0 円

(注)　昭和4 2年度から熊本市社会福祉協議会に委託実施

(7)身体障害者相談(昭和61年度)

相　談　員　　46人(県費36人.市費10人)

相談件数　　900件

委　託　料　　月額1,580円

(8)身体障害者福祉電話貸与制度(昭和51年度開始)

目　　　的　　在宅の重度身体障害者に対し、福祉電話を貸与することによ"O H常生活の便宜を図り、その

福祉の増進をはかる

闇貸与台数　109台(昭和62年4月現在)

貸付対象者　　外出困難な身体障害者ぐ1、 2級)

62朝受予算　1,9 2 0千円

(9)ミニファクス貸与制度(昭和60年度開始)

目　　　的　　在宅の重度身体障害者に対し、ミニファクスを貸与することにより日常生活の便宜を図りそ

の福祉の増進をはかる

貸与台数　12台
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対　象　者　聴覚又は音声、言語機抵障害3級以上。コミュニケーション、緊急連絡等の手段として必要

があると認められる者.

費用負担　115千円

(10)重度身体障害者デイ・サービス事業(昭和60年10月開始)

目　　的　就労の機会等が得がたい在宅重度身体障害者が通所して創作活動、軽作業等を行うことによ

り、その自立を図るとともに生きがいを高めることを目的とする

事業内容　社会適応訓練事業、軽作業、相談事業

対象者数　　5,704人

62年度予算　3,425千円

(ll)手話通訳設置事業(昭和59年4月開始)

目　　町　庁舎内に手話通訳者を設置し、聴覚障害者及び音声又は言語機能障害者の家庭生活、社会生

活におけるコミュニケーションを円滑に行い、その福祉の増進に資する

対象者数　　817人

62年度予算　4,722千円

(12)心身障害者扶養共済制度(昭和45年4月1日開始)

目　　的　心身障害者の保護者が死亡又は障害者となった後、残された心身障害者に年金を支給し、障

害者の生活の安定と保護者のいだく不安を軽減しようとするものである

心身障害者の範囲

精神薄弱者にあっては、知能指数75以下、身体障害者にあっては、障害の程度が1級から3

級までの者及び精神又は身体に永続的な障害を有する者で、前述の者と同程度と認められる者

加　入　者　心身障害者の保護者(心身障害者の配偶者、父母、兄弟姉妹、祖父母又はその他の親族で現に

心身障害者を扶養しているもの)であって、原則として65歳未満の者とする

保険料

加 入 時
3 4 歳 以下

3 5 ～ 4 0 ～ 4 5 - 5 0 ～ 5 5 ～ 6 0 ～

年 齢 3 .9 歳 4 4 歳 4 9 歳 5 4 歳 、5 9 歳 6 4 歳

加 入 .時 点 円 円 円

4 5 歳 未 満

(掛 金 納 付 時 年 齢 )

1,0 0 0 1 ,3 0 0 1,5 0 0

4 5 歳 未 満 で 加 入 した 者

の 2 口 目 並 び に 4 5 歳 以 円 円

1 ,9 0 0

円 円 円 円 円

上 で 加 入 した 者 の 1 口 目

(加 入 時 年 齢 に よ り掛 金

固 定 )

1 ,4 0 0 2 ,6 0 0 3 ,2 0 0 4 ,1 0 0 5 ,3 0 0 6 ,8 0 0

(注)　20年以上この制度に加入し、かつ、年齢が65歳以上の者は、掛金の納付を免除
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給付金

・加入者が死亡又は障害者となったときは・心身障害者を扶養する者(年金管理者)に対し、毎月20,000
円の年金を支給する

加入後1年以上の者で心身障害者が死亡したときは加入期間に応じて一時金として2 0,0 0 0円　～

10 0,000円を支給する

(13)市民福祉特別手当 (昭62.4. 1現在)

手 当 の 種 類 支 給 要 件 金額 (年 額 ). 人 員

重 度 心 身障 害 児手 当 障害 等級 1級 2級 .知能 指 数 35 以lFの2 0 歳 未満
6,0 0 0 円 4

中慶 心 身障 害 児手 当 〝 3 級 4 級 〝 50 以 下 の 〝 3,0 0 0 5

(注)障害福祉年金、福祉手当、特別児童扶養手当の受給者、施設入所中のものは除く

(14)施　設　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭和61年度)

種 別 施 設 名 経営主体 施設代表者 所 在 地 認可年月 定 員

肢体不自

由者更生

施 設

熊本県身体障害者
1)ハビ1)テーシヨy

lt: ン メ l

熊 本 県 北岡 勇碓 長嶺町2255番地333 昭 28.9

入所 154

通所 68

6　精神薄弱者福祉

(1)福祉相談室

ア　業務の内容

家庭児童の養育指導に閑するとと

心身障害児(者)の療青.育成に関すること

婦人の生活福祉に関すること

その他の福祉相談に関すること

児童、心身障害児(者)及びその家庭につき、必要夜調査並びに医学的、心理学的、教育学的及び精神

衛生上の総合的診断、判定を行うこと

イ　職員の配置

室　　　　長　　　1人　　　　　　　　　　家慶相談員　　2人

参事1人(精神薄弱者福祉司・心理判定員を兼務)　婦人相談員　　2人

事　務　職　員　　　　2人

技師(看護婦)　　　1人

嘱　託　　医　　　　2人(嘱託科1人月額20,000円)
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ウ　利用状況(昭和61年度)

障害別区分

性 別
障害 男 女 計

精

秤

m

軽 度 2 0 4 1 1 1 3 1 5

中 度 3 7 3 2 9 5 6 6 8

重 度 3 2 7 2 6 8 5 9 5

弱 最 重 度 2 7 4 1 5 3 4 2 7

重 症 心
身 障 害 l l 3 1 4

情 .緒 障 害 1 2 l l 2 3

言 語 機 .舵 1 0 7 1 7

性 格 行 動 間 蓬 1 3 -5 1 8

身 体 障 害 1 0 1 4 2 4

精 神 障 害 9 8 1 7

そ の . 他 5 8 1 3

計 1 ,2 4 8 8 8 3 2 ,1 3 1

エ】曹置指導状況

年齢別区分

性 加

年 齢 . 男 女 計

o & - 5 ~m 2 1 5 1 5 5 3 7 0

- 1 2 2 4 1 9 7 3 3 8

1 3 - 1 5 1 2 4 4 9 1 7 3

1 6 ~ 2 0 2 0 4 1 0 5 3 0 9

2 1 歳 以上 4 6 4 4 7 7 9 4 1

計 1,2 4 8 8 8 3 2 ,1 3 1

- Jta (9 .一R i守▼ ( 昭 和 6 1 年 度 )

種 別
性 別

生 活 教 育 施 設 職 業 医 療 そ の 他 It

男 6 1 9 7 6 9 l l 6 3 4 7 9 1,2 4 8

女 4 7 9 3 3 1 2 4 3 3 2 5 8 8 3

計 1,0 9 8 1 0 1 0 0 1 畠 1 0 6 8 0 4 2,1 3 1

(2)心身障害児(者)家庭奉仕員　　　　　　(昭62. 4. 1現在)
奉 仕 員 派 遣 対 象 世 帯 奉 仕 員 報 酬 1 人 当 月 額

6 人 6 ;世帯 12 35 4 O R

(注)　昭和4 6年度から熊本市社会福祉協議会に委託実施

(3)職　親　制　度(昭62.4.1現在)

職親登録　　　2 5事業所

職親委託数　　　8人

委託料　　　1人月額　13,000円

(4)精神薄弱者相談(昭和61年度)

相談員　　　　1 5人

相談件数　　1カ月　7件(平均)

委託料　　　1人月額1,580円

(5)社会福祉事業授産施設入所状況(昭62. 4. 1現在)

熊本授産場委託者11人

委託料　　　1人月額46,189円
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(6)精神薄弱者援護施設入所措置状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭62. 4. 1現在)

施 設 種 別 施 設 名 定男 (重度) 捨 置 人 数

更 生 施 設

も み の き 閲 僻 本 市) 6 0 ( 2 0 ) 2 5

苓 d j S F (毒 渡 市) 9 0 ( 3 0 ) 1 5

な ぎ さ 案 件 深 市 ) 6 0 ( 2 0 ) 8

つ つ じ ヶ 丘 学 閥 (球 磨 部) 5 0 ( 2 0 ) 3

清 春 園 (下 益 城 都) 4 0 6

南 海 寮 (禾 渡 市 ) 6 0 ( 4 0 ) 7

す み れ 園 (鹿 本 都) 6 0 ( 3 0 ) l l

高 森 寮 (阿 蘇 郡 ) 5 0 ( 3 0 ) 1 3

迎 幸 学 園 (潮 水 町) 5 0 ( 2 0 ) 9

第 2 明 星 学 園 (上 益 城 郡) 5 0 ( 3 0 ) 8

精 粋 園l (玉 名 郡) 4 0 9

き ず な の 里 (天 草 郡) 5 0 7

氷 川 学 園 (入 代 郡) 5 0 7

わ ら び 学 園 (菊 池 市) 5 0 7

赤 坂 園 (福 岡 県) 1 0 0 ( 2 0 ) 3

太 陽 の 園 .(福 岡 県) 6 0 ( 3 0 ) 4

天 水 生 命 学 園 (玉 名 郡) 4 0 ( 2 0 ) 8

城 南 . 学 園 (下 益 城 郡) 5 0 ( 2 0 ) 1 0

は な ぞ の 学 苑 (熊 本 市) 5 0 4 3

潔 き 聖 母 の 家 (大 分 県) 8 6 1

コ ロ 三 一 雲 仙 更 生 寮 (長 崎 県) 5 0 (2 0 ) 1

第 2 つ つ じ ヶ 丘 学 園 (球 磨 部 ) 5 0 ( 2 0 ) 1

み つ ば 学 園 (芦 北 郡 ) 3 0 1

授 産 施 設

蓮 の 実 用 地 (福 岡 県 ) 1 2 0 1

雲 仙 福 祉 牧 場 (長 崎 県 ) 5 0 2

仁 愛 事 業 所 (卵 本 市) 3 0 2 5

仁 愛 .和 光 学 園 (節 本 市 ) 4 0 7

ゆ き ぞ の 学 園 (下 益 城 郡 ) 5 0 1 5

阿 蘇 く ん わ の 里 (阿 蘇 郡) 5 0 1 7

健 康 荘 (福 岡 県 ) 6 0 1

荒 居 符 /lh 岱 作 業 所 (鷲 尾 市) 6 0 1

計 収容 2 0 8 適所 6 8

(7)施　設
ア　精神薄読者通所更生施設

名　　　称　　はなぞの学苑
所　在　地　　熊本市布園7TE】12番15号
設置主体　　熊本市
経営'主体　　社会福祉法人　熊本市社会福祉事業団
開設年月日　　昭和57年5月1日
建物構造　　鉄骨造2階建
敷地面積　1,948.79nf
建物面積　　延805.65iが
建　設　費　　152,987千円
委　託　料　　58,725千円(昭和62年度予算)
定　　　員　　50人
主な設備　( IF)事務室(相談室含)、食堂、医務室、更衣室、木工童、セメント作業室、シャ

ワー室、厨房、洗面所
( 2F )調理実習室、和室(倉庫含) 、紙器工作室、生活指導室、娯楽室、会議室(倉

庫、ステージ、放送室)

イ　熊本市福祉センター希望荘

所　在　地

経営主体
開設年月日
建warn間

数地面穣
建物面積
主な設備

建　mms

運営費補助

熊本市大江5丁目1番15号
社会福祉法人　熊本市社会福祉協議会
噺ロ55年6月1日
鉄筋コンク1)-ト地_上3階( 1部塔屋4障)
898rが
延1,232.23iぜ
( IF )憩の聞、相談室、ボランティア軽重,湯沸室、身障便所,事務室、管理人室

( 2F )音楽室(防音)、生死・着付研修室.料理実習室、大ホール(防音・映写装置)
湯沸室,身障便所

( 3F)プレイルーム、大会議室、和室、湯沸室
270,445千円
28,617千円(昭和62年度予算)
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7　老　人　福　祉

(1)老　人　数

区分 年度 5 7 5 8 5 9 6 0 6 1

6 5 歳 ～ 6 9 歳 1 7 ,0 6 9 1 7 ,2 0 1 1 7 ,1 2 2 1 7 ,9 8 2 1 8 ,5 7 8

7 0 歳 以 上 3 2 ,2 2 1 3 3 ,6 5 0 3 5 ,0 6 8 3 6 ,8 8 3 3 8 ,0 1 5

計 4 9 ,2 9 0 5 0 ,8 5 1 5 2 ,1 9 0 5 4 ,8 6 5 5 6 ,5 9 3

全 人 口に対 す る割 合 (% ) 9 .1 6 9 .3 3 9 .4 6 9 .9 4 1 0 .1 0

(注)　各年度10月1日現在推計、ただし、 60年度は国語による

(2)措置状況
(昭 62 . 4 . 1現在)

区 分 施設数 (県内) 定 貝 本市の措置人員

養 護老 人 ホー ム 3 8 2 ,0 5 0 3 1 5

特別養護老人ホーム 3 6 3 ,1 4 1 3 2 1

計 7 4 5,1 9 1 6 3 6

老人家庭奉仕具制度 (昭62.4.1現在)

奉 仕 員 派遣対象世帯 委 託 費 用 奉仕員報酬1人当月額

26 人 1 5 9 世帯 6 1,5 3 1 千円 . 1 2 3,5 4 0円

(注)昭和42年度から、熊本市社会福祉協議会に委託実施

(4)老人クラブ助成状況

ア　老人クラブ活動助成

区 分 年 度
5 7 5 8 5 9 6 0 6 1

老 人 ク ラ ブ 助 成 対 象 数 3 8 2 3 8 1 3 8 5 3 8 8 3 9 0

会 . 貝 数 2 4 ,6 7 4 2 4 ,6 6 4 2 5 ,0 7 2 2 5 ,1 2 0 2 5 ,1 5 3

助 成 金 支 出 額 ( 円 ) 2 0 ,0 4 3 β 0 0 2 0 ,1 5 7 ,0 0 0 2 0 ,3 3 3 ,0 0 0 2 0 ,5 2 4 か 0 0 2 0 ,6 3 8 ,0 0 0

助成基準　5 0人以上が登録し、 9カ月を超えて活動したクラブ(年度途中結成のクラブは6カ月以上

助成金　月額4,000円

イ　健康増進助成金

金額1クラブ当たり　年額5,000円

り　老人クラブ結成助成

金額1クラブ当たり　5,000円
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ア　老人福祉センタ-

中央老人福祉センター

所　在　地　方烏本市南千反畑町10番7号、

設置主体　熊本市
経営主体　熊本市社会福祉事業団
開設年月日　昭和50年9月2日
構　　　造　鉄筋2階建
敷地面積　541
建物面積　延496nf
建　設　費　51,435千円
開館E]時　年師9時一午後5時(休館日は毎週

月曜日及び祝日)
使　用　料　浴室使用料　20円
定　　　員　200人
主な設備　機能回復訓練室等

西老人福祉センター

所　在　地　熊本市小島_上町4番地

設置主体　熊本市

経営主体　熊本商社会福祉事業団

開設年月日　昭和49年7月10日

構　　　造　木造平家建

敷地両横　3,400rf

建物面積　延252rf

建　設　費　25,875千円

開銀日時　午前9時～午後5時(休館日比毎週

木曜日及び祝日)

使　用　料　浴室使用料　20円

定　　　員100人

主な設備　集会室1、娯楽室1、談話室1

図書室1、浴室男女各1

事務室1、管理人室2

-97-

東老人福祉センター

熊太市′健軍本町1 3番3号
熊本市

熊本市社会福祉事業団
昭和46年4月1日

木造瓦茸平家建
330irf

延20 8.7irf
8,445千円
午前9時～午後5時(休飴日は毎週火曜日及び
祝日)

浴室使用料　20円
100人
集会娯楽室

娯　楽　室
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皇
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香図
浴

ヽ

　

　

　

ヽ

1

 

1

南老人福祉センター

熊本市八幡町1 3 6 8番地1

熊本市

熊本市社会福祉事業団

昭和49年6月27日

木造平家建

41Oirf

廷264irf

24,486千円

午前9時～午後5時(休館日は毎週金曜日及び

祝日)

浴室使用料　20円

100人

集会室1、談話室1,娯楽室1

図書室1、浴室男女各1

事務室1、管理人室2
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北老人福祉センター

所　在　地　熊本市八景水谷1丁目2番6号

設置主体　熊本市

経営主体　熊本市社会福祉事業団

開設年月日　昭和48年10月22日

構　　造　鉄筋平家建

敷地面積　2,961rf

建物面穣　延296rf

建　設　費　24,300千円

開館日時　午前9時～午後5時(休館日は毎週水曜日及び祝日)

使　用　料　浴室使用料　20円

定　　　員100人

主な設備　集会室1、娯楽室1、談話室1.図書室1.浴室男女各1

事務室1.管直人室2

利用状況 (昭和61年度)

施 設 名

区 分
中 央 秦 ′ 西 南 北 計

利 用 者 4 4 ,5 4 6 9 ,2 7 8 1 0 ,8 0 4 1 6 ,2 6 1 l l,3 6 5 9 2 2 5 4

1 日平 均 利 用 者 1 5 1 3 1 3 7 5 5 3 9 3 1 3

使 用 料 収 入 (円 ) 3 8 9 ,8 4 0 1 3 3 ,6 4 0 1 3 4 ,4 6 0 2 3 1,6 6 0 1 2 6 ,2 0 0 1 ,0 1 5 ,8 0 0

イ　養護老人ホーム

名　　称　明　生　園

所　在　地　　熊本市苑園7T 19番1号

経営主体　　熊本市

開設年月　　昭和54年10月

種　　　別　　養護老人ホーム

構　　造　鉄薪コンク1)-ト瓦茸2階建.一部平家建

貴地両横　13,159.9nf

建物両棲　　延3,231.24d

建　設　費　　459,080千円

定　　　員　120名

主を設備　集会所、談話室、作業室、医務室、静養童、浴室、洗濯室、面会室、全館冷暖房設備

ノ~防火設備、ソーラーシステム給爵設備

措置状況

(昭62. 3.31現在)

区 別 性 別 罪 女 計

熊 本 市 ( 市 費 ) 3 5 6 3 9 8

熊 本 県 ( 県 費 ) 4 1 5

計 3 9 6 4 1 0 3
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ウ　老人憩の家(昭和48年度開始)

目　　的　老人に対し教養の向上、レクレーシラン及び集会等のための場を提供し、もって老人の心

身の健康の増進を図る

設置主体　熊本市

運営方法　　各老人憩の家運営委員会に委託

構　　　造　　木造平家建

建物面横　　平均　50rf前後

建　設　費　　平均500-600万円

施設内容　集会場、トイレ、台所、その他

施　設　数　　81カ所　62年産3カ所建設予定

運営費補助　1カ所当たり年45,000円

開館時間　　午前9時から午後5時まで

使　用　料　　無　料

エ　その他の施設

種 別 施 設 名 経 営 主体 施酸代表者 所 在 地 認可年月 定 早

* m
老 人 ホ ーム

〟

′′

〟

特 別 養 護

老 人 ホ ー ム

′′

′′

′′

慈愛 園老人 ホI ム 社会福祉 法人

〟

′′

〟

〟

〟

〟

"

上 原 勇 一 神水1丁目14番 1 号 2 3. l l 7 0

聖 母 老 人 ホ I ム 布 施 芳 子 島崎 6丁目1番 27号 2 1. l l 7 0

リデ ル . ラ イ ト

記 念 老 人 ホーム
山 本 明 鳶髪 5丁目2 3番 1号 2 6. 7 0

熊 本 め ぐみ の 園 青 木 祐 心 小 山町 1 7 8 1番地 4 7. 5 0

パ ウ ラス ホー ム 陣 内 ヒ ロ ミ 神水 1丁目14番 1号 3 9▼ 7 5 6

桜lケ 丘 寿 徳 苑 藤.院 了 幸 小山町 2 4 9 3番地 4 9. 8 8

天 望 席 平 原 輝 堆
苧 7 3 指 風 習

6 0. 5 0

バ ラ 苑 青 木 祐 Jb 小 山町 178 1 番地 6 2. 5 0

(6)老人福祉手当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭和61年度)

区 分 支 給 要 件 *P Si 人 員

寝たきD老人手当 寝たきり状態3カ月以上、65歳以上 7 0歳.未満 6,0 0 0 円 0
驚 ㌔ 計 撃 仝 老人ホI ムに入所している65歳:以上 70歳未満 6,0 0 0 10

(7)敬　老　祝　金(昭和45年4月1日開始)

目　　的　高齢者に対し敬老の意を表するとともにその福祉の増進に寄与する

受給資格　　88歳以上であって、本市に居住している者

金　　叡　年額　5,000円

支給人員　1,078人(昭和61年齢
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(8)老人居室整備資金融資(昭和4 8年4月1日開始)

目　　　的

貸付限度額

貸付条件

貸付対象者

62年度予算

老人と同居する世帯に対し、老人の専用居室を増・改築するために必要な資金を貸し付けるこ

とにより、老人と家族との間の好ましい家族関係の維持・増進に寄与する

1,400千円

利率　3%

償還1 0年以内の元利均等月賦償還

6 0歳以上の老人と同居する者で市内に居住し、老人の専用室を増・改築しようとする者

貸付金　60,000千円

(9)老人福祉電話相談(昭和48年4月1日開始)

目　　的　一人暮らしの老人に福祉電話を貸与することにより、緊急時の連絡と安否の確認及び各種の

相談を行＼＼在宅老人に対し各種サービスを捷供する

電話貸与台数　210台うち100台はシルバーホンあんしん(帽62. 4. 1現在)

貸付対象者　　6 5歳以上の老人で市内に居住し、一人暮らしで近所に介護者がいない者

62年度予算　　6,5 8 8千円

(10)移動浴槽車(昭和47年1 1月開始)

目　　的　浴槽を持たをレ、単身で入浴困難な寝たきり老人及び重度の身体障害者等て常時介護を要する

者に対して、定期的に浴槽車を派遣して、無料で適切な入浴の奉仕を行うことにより福祉の増

進を図る　(熊本市社会福祉協議会へ委託)

車　　　両　　移動浴槽車　　1台

搬　送　車　　　2台

従　事　者　運　転　手　　　2人

対象者数

62年変予算

奉　仕　員　　　4人

看　護　婦　　　2人

48人、( 1人につき月2回派遣) (昭62.3.31現在)

8,979千円

(ll)電車・パス特別回数券交付(昭和5 0年7月1日開始)

目　　　的　　老人及び心身障害者の福祉増進のため、電車・バス特別回数券を交付する

対　象　者　　70歳以上の老人。ただし寝たきり及びそれに近い状態の人を除く

(心身障害者の場合は、′障害等級1級～3級の人及び知能指数5 0以下の人。なお介護を要す

る場合は介護者を含む)

事業内容　電車(市)、バス(市、産交、電鉄、熊本バス)のうち、希望する1社のもので、 3,300

円相当(心身障害者の場合は2,200円相当)の特別回数券を交付する

対象者数　老人　35,040人　身体障害者　4,751人　精神薄弱者1,283人(昭和61年度)

62年度予算　　5 0,0 0 0千円
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(12)一人暮らし老人訪開(昭和50年7月1日開始)

目　　　的

対　象　者

事mem

対象者数

訪問回数

62年度予算

一人暮らし老人を訪問し声をかけて、その安否を確認し、あわせて乳葡萄飲料等を配布

し老人の健康維持と福祉の増進を図る

市内に居住する満65歳以上の一人暮らし老人で、日常安否の確認をする者がいない者

市が委託する乳敢菌飲料等の販売業者の配達人が、一人暮らし老人を訪問して安否の確認

をし、あわせて乳酸菌飲料等を配布する。緊急事態が生じたときは、状況に応じて民生委員、

福祉事務所、病院等へ連絡をする

1,144人(昭和61年度)

週時日3日

5,021千円

(13)老　人　農　園(昭和51年度開始)

目　　　的　土に栽しみながら老人の生きがいと健康増進をはかるために、市が無償で借り上げた遊休

地を1人当り1 0 Iが程度貸与する(熊本市老人クラブ連合会に委託)

対　象　者　　60歳以上の老人

農　園　数　　8カmiカ所当たり　1,00Oirf程度)

62年度予算　1 6 0千円

(14)寝　具　毎　晩(昭和53年度開始)

目　　　的　　65歳以上の寝たきり老人及び重度で寝たきりの心身障害者(児)の寝具の無料草魚事業

を行うことにより寝たきり老人及び重度で寝たきりの心身障害者(児)の福祉の増進を図る

対　象　者　　老人家庭奉仕員、身体障害者家庭奉仕員、心身障害者家庭奉仕員の派遣先及び移動浴槽車

の派遣先の該当者、又は、寝たきり老人及び重度の寝たきりの心身障害者の世帯

事業内容　業者に委託し、対象者宅を巡回訪問して実施

対象者数　　41人(昭和61年度)

62年度予算　1 89千円

(15)生きがいと創造の事業(昭和5 4年度開始)

目　　　的　希望と能力に応じた生産又は活動に参加することによって老後の生きがいを高め、生

活を健康で豊かなものにするために生きがい作業所を設け、専任の講師による助言を受け

生産又は創造的活動を行う

対　象　者　市内居住のおおむね60歳以上の人
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生きがい作業所

施 . 設 名 所 在 地 革 ..日 定 員 m m m m .

花 園 老人 生 きが い作 業 所 熊本市花園 .7 丁 目 1 9 番 1 号 陶 芸 2 0 月 2 回

M SB " 〝 健軍 3 丁 目 1 3 番 1 0 号 〟 4 0 月 4 回

南 部 〝 〝 川尻町 7 6 2 番地 〟 2 0 月 2 .回

白坪 〝 〝 田崎 1 丁 目 7 番 1 0 号
園 芸 3 0 月 2 由

手 芸 3 0 月 2 回

幸 田 〝 〝 田迎町大字 田井島 5 9 6 番地 3

陶 芸 2 0 月 2 匝-

園 .芸 2 0 月 2 回

手 芸 2 0 月 2 回

京 町 〝 〝 京町 2丁 目 8 番 4 号
園 芸 2 0 月 2 回

手 芸 2 0 月 2 回

水前寺 〝 〝 水前寺 4 丁目 4 7 番 4 9 号

陶 芸 2 0 月 2 回

園 芸 2 0 月 2 回

手 芸 2 0 月 2 回

社 . 会 福 祉 会 館 〝 南千反畑町 1 0 番 7 号 手 芸 3 0 月 2 回

北 老 人 福 祉 セ ン タ I 〝 八景水谷 1 丁 目 2 番 6 号 園 芸 3 0 月 2 回

(16)在宅老人給食サービス事業(昭和61年度開始)

目　　　的

対　象　者

urnmョ問

委　託　先

対象者数

62年度予算

ひとり暮らし老人に心身ともに健やかな生活を営ませることを目的とする

おおむね6 5歳以上のひとり暮らし老人

ひと~り暮らし老人に老人ホーム(3カ所)で調理した給食を週1回宅配する

熊本市社会福祉協議会

32人

596千円

(1T)在宅老人デイ・サービス事業(昭和61年度開始)

目　　　的

%mxa

IWMBi日

委　託　先

対象者数

62時算

在宅の虚弱老人の自立的生活の助長、社会的孤立感の解消、心身機能の維持向上を図ると

ともに、その家族の負担を軽減する

おおむね6 5歳以上の在宅の虚弱老人

適所の方法により入浴、給食等各種のサービスを提供する.

社会福祉法人　慈愛園

登録人員1 50人(昭和62年度)

15,128千円

8　老人保健医療制度(昭和58年2月1日、国により実施)

対　象　者

受給資格者

実施状況

本市に居住する7 0歳以上の者、及び6 5歳以上7 0歳未満で障害認定を受けた者

国民健康保険の被保険者または社会保険の被保険者・被扶養者

件数　　　596,083件

経費　27,714,845千円
(昭和61年度)
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9　医療費助成制度

(1)重度心身障害児医療嚢助成(昭和48年4月1日、市により実施)

対　象　者　　2 0歳未満の障害児(身体障害程度が1級、 2級の者、知能指数3 5以下の精神薄弱児)

受給資格者　　本市の住民基本台帳に記録され、現に居住している障害児の養育者

所得制限　　な　し

実施状況　　件数　5,135件

経費19,581千円
(昭和61年度)

(2)乳児医療費助成(昭和48年4月1日、市により乗施)

対　象　者

受給資格者

所得制限

実施状況

乳　児

本市の住民基本台帳に記録されている者で、現に居住している乳児の属する憧帯の扶養義

務者で生計を維持する者

な　し

件数　83,710件

経費181,882千円
(昭和61年度)

(3)重度心身障害者医療斐助成(昭和53年10月1日実施)

対　象　者

受給資格者

所得制限

実施状況

2 0歳以上の障害者(身体障害程度が1級と2級、知能指数3 5以下の精神薄弱者)

本市の住民基本台帳に記録され、現に居住している障害者

障害児福祉手当の支給制限に準じる

件数　　27,131件

経費190,724千円
(昭和61年度)

(4)母子家庭医療費助成　(昭和57年10月1日、市により実施)

対　象　者

受給資格者

所得制限

実施状況

本市に住所を有する母子家庭の母及びその者に扶養されている児童並びに父母のない児童

母子家庭の母、父母のない児童の場合は当該児童又は当該児童を扶養する者

児童扶養手当の支給制限に準じる

件数　　7,351件

経費　21,822千円
(昭和61年度)
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10　同和対策事業

(1)概　　況

昭和4 0年8月.内賄総理大臣の諮問機関である同和対麗審議会から.同和開題解決のための基本的方策

について答申がなされ.これに基づき昭和4 4年7月「同和対策事業特別措置法」が制定施行された。

この法律では.歴史的.社会的理由によって生活環境等の安定向上が阻害されている地域(同和対策対象

地域)の住民の社会的.経済的地位の向上を不当に阻む諸要因考解消することを同和対策事業の目標として

at*

本市においても.同和対策尊貴特別措置法の趣旨にのっとり.同法施行以来.国及び県の施策に歩調を合

わせながら.昭和4 7年度から住宅改修資金貸付事美及び街燈設置事業を.また4 8年度以降は各種の入園.

入学支度金及び就職支度金などの給付事業を実麺してきた。

さらに5 0年1 2月.市民局に同和対策室が設置され.以後関係各部局と緊密な連携のもとに.地境住民

の理解と協力を得て同和対策事業の推進につとめている。

ことに、生活環境の改善整備の対舞としては、・ 5 1年度に地区道路の舗装事業、 5 2年度には公営住宅の

建設及び住宅新築資金の貸付事業などに着手するとともに住民の職業の安定及び教育の充実をはかるための

各種の事業の推進も重点的に実施している。

また、社会福祉の向上及び健康増進の対策としては5 0年度に隣保館を建設し、地域住民の生活の改善向

上並びに同和問題の解決に資するためのコミュニティセンターとして各種の事業活動を行い、多くの住民に

活用されている。さらに、 5 2年度には児童館を建設し、児童の健全育成の拠点として活用されている。

一方、同和問題の正しい理解と認識を深めるため、同和問題講演会の開催、 「市政だより」による広報等

を通じて広く市民一般に対する啓発活動に取り組んでいるC

「同和対策事業特別措置法」は昭和5 7年3月3 1日限りで失効し、同年4月1日から新たに「地域改善

対策特別措置法」が5年間にわたり施行され、これに引掛、て6 2年4月1日から、さらに5年間効力を有

する新規立法措置が講ぜられるに至った。

今後は、過去1 8年間の事業の成果を麟まえ、なお残された課題と必要な施策について新たな観点から見

直しを行うとともに、行政の主体性を確立し、周辺地域との調和、魅力ある地域環境の創造、住民の自立向

上と社会的連帯、交流の助長促進に努める。

また、全市的に人権患憩の普及高揚を図るための啓発活動と教育の充実に一層努力する。

(2)同和地区の概要(暗58.2.1現在)

ア　地区数

イ　地区面積

り　世帯数及び人口構造

1地区

1 1.90ha

区 分 世帯数 人口総数

性 別 人 口

罪 女

地区全体 782 2,059 951 1,108

同和関係 503 1,537 712 825

エ　鹿住率　　74.6%

-104-



オ　生活保護状況

被保護世帯・人員の状況

区 分

被 保 護 者 保 護 率

世帯数 人 員 髄帯数 人 員

対 象 地 域 全 体 1 52 3 0 7
9 4 .3 %ー

1 4 9.1

熊 本 市 全 体 5,7 9 9 1 0,3 8 4 3 0 .9 1 9.2

蔵保護世帯の世帯類型別状況

区 分

高 齢者 世帯 母 子 ′世 帯 傷痢載夢首位帯 その他の.牡帯 合 計

世帯数 .人 員 世帯数 人 員 世 散 人 岳 世帯数 人 員 世帯数 人 員

対 象 地 域 全 体

( 構成比 % )

5 5 67 12 4 1 75 1 53 10 4 6 152 307

36.2 2 1.8 7.9 13.4 4 9.3 4 9.8 6 .6 1 5.0 10 0 100

熊 本 市 全 体

( 構成比 % )

2 ,079 758 2,662 3 00 5 ,79 9

35.8 13. 1 4 5.9 5.2 10 0
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(3)同和対策事業の概要

項 目
事 業 費

(昭和6 2年度)
担 当 部 局

事 .業 名 事業脚 鮮巨度

教育をすすめるた

めの施策

適正就学の促進 4 8 千円

3 2 ,7 2 0
教育委員会事

務 局

クレペ リン検査等

教 職員の研修

入園入学女度金 (幼稚園及 び小、中学 校

並びに高校、大 学 )

〟

〟

〟
(大学 5 1 )

幼絶園保育料 5 3

社会同和教育

健康増進体力向上

青少年教育

子供勉強会 (小学生及 び中学生 )

奨学金 (高校及 び大学 )

4 8

〟

5 1

〟

〟

居住環境の整備促

進のための施策

街燈設置

住宅改修資金の貸付

4 7

〟

1 1 0 ,8 5 3

} 福祉 部

水洗便所改造 5 2

〟

5 3

下水道部

児童公 園整備 計画部

住宅新築資金貸付及 び宅地取得資金貸付 管理部

社会福祉の向上及

隣保館の運営 5 0

2 9,4 4 6

同和対策室

福祉 部

衛生部

} 福祉部

保育所入所支度 金 ′′

老齢者厚生給付金

葬祭援葦金

心身障害者援護給付金

新生 児出産祝金

5 1

′′

〟

〟

〟

〟

〟

5 2

〟

〟

び健康増進のため そ族昆虫の駆除

の施策 眼科検 診

結核、が ん検診

保健相談

乳児栄養強化

児童館の運営

老人、身体障害者 日常生活用具給付 5 3

職業の安定 向上の

自動車運転免許委託訓練手当 5 0

4,2 0 6 中小企業部

職業訓練校入校 支度金 5 1

中学校卒業者就職支度金 4 8

た めの施策 高校卒業者就職支度金 5 1

中高年齢者就職支度金 5 2

職業訓練受講奨励 金 ′′

中小企業の経営を 中小 企業安定資金融資利子補給 4 8
1 9 ,4 7 1 中小企業部

よ くするための勝 中小企業経営指導 5 1

その他 総 合 的 な

施策

市職員研修 5 0

〟

〟

2 6,7 0 9

職員部

市民啓発事業

同和対策事業の推進と調整

} 同和対策室

合 計 2 2 3,4 0 5
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(4)隣保館

隣保館は、基本的人権尊重の精神及び同和対策審議会の答申の趣旨にかんがみ、同和対策対象地域住民及

びその近隣地域住民に対する理解と信頼のもとに、地域住民に対して生活上の各種相談事業をはじめ社会福

祉、保健衛生等に関する事業を総合的に行うとともに、国民的課題としての同和問題に対する理解を深める

ための活動を行い、もって同和行政の第一線機関として位置づけられるとともに、地域住民の生活の社会的、

経済的、文化的な改善向上及び同和問題のすみやかな解決を図るための、コミュニティーセンタ-として活

動することを目的とする。

所在地熊本市本荘4丁目6番6号

設置雪体熊本市

開設年月日昭和51年5月1日,

構造鉄筋コンク.)-ト2階建(冷暖房設備付)

敷地面積639.32m2建設総事業費115,209,505円改築工事(機能回復訓練室相談室の

建物面積758.42m2用地費29,008,505円新設)

1階376.42m2工事費80,550,000円工事費25,085,000円

2階382n?孟宗聾5,651,000円工期昭58.12.24-
B859.3.28

規　　　模

利用状況

1 階 2 階

区 分 床 面 積 定 男 区 分 床 面 積 定 貞

教 養 娯 楽 室 5 3.1 iが 3 0 人 集 会 室 1 8 1.3 irf 1 5 0 人

生 活 改 善 室 4 4.1 3 0 会 議 室 7 6.9 5 0

相 . 談 室 1 5.2 学 習 室 2 0.2 2 0

機能回復 訓練室 6 9.0 民 権 衛 生 室 1 9.3

事 務 室 2 1.0 そ の 他 8 4.3

そ の 他 1 74.02

計 3 7 6.4 2 計 3 8 2.0

年 度

事業 名
5 7 5 8 5 9 ノ6 0 6 1

勉 嶺 会 「 害 毒 等 3,7 7 6 人 2 ,9 2 4 人 4 ,4 9 5 人 4 ,6 6 9 人 4 ,9 4 2 人

2,5 5 4 1,1 0 0 2 ,1 4 3 2 ,1 4 0 2 ,1 3 1

計 (A ) 6 ,3 3 0 4 .0 2 4 6 ,6 3 8 6 ,8 0 9 7 .0 7 3

着 付 . 租 紐 講 座 2 3 2 1 4 9 1 3 2 1 8 7 2 2 5

生 花 〝 9 6 6 6 0 9 5 8 7 5 1 5 3 7 5

手 芸 〝 3 5 2 2 3 0 2 8 1 2 0 1 3 0 5

茶 道 〝 2 5 5 1 9 2 1 5 5 1 2 8

s ^ ^ m s 5 6 0 4 4 9 5 9 1 4 5 4 3 4 0

料 理 〝 3 7 5 2 0 0 3 1 1 2 6 6 2 9 2

レク l) エl シヨン ),I 1 5 6

和 裁 〝 2 2 4 1 0 8 1 5 4 1 0 5

民 謡 " 1 7 7 1 4 1 1 7 2 1 7 9 1 4 7

絵 画 〝 1 9 5 1 2 7 1 6 9 1 0 9 8 6

書 道 .ペン習 字 〝 7 5 1 6 5 5 6 8 2 5 6 6 5 7 0

編 物 2 7 7 2 0 3 2 4 6 2 2 5 3 2 5

園 芸 〝 1 9 5 1 7 6 2 2 3 2 3 5 2 2 7

ォ 1 8 9 9 6 2 1 5 2 1 4 1 9 4

ワ I プ ロ J/ 1 3 7 1 7 6

陶 . 芸 〝 1 4 1

七 宝 焼 〝 3 8

社 交 ダ ン ス 〝 7 8 1

カ ラ オ ケ 〝 4 9 3

高 齢 者 教 室 1 3 9

女 性 健 康 教 室 3 8

乳 幼 児 学 級 4 2

計 ( B ) 4 ,9 0 4 3 ,3 3 5 3 ,9 1 8 3,5 2 1 4 ,9 3 4

福 祉 . 職 業 . 轟 営 相 談 1 4 5 2 5 l l

尿 健 衛 生 相 談 事 業 2 7 5 1 6 4 2 0 6 3 1 3 2 5 3

説 明会 研 修会 等 そ の他 の事 業 7,7 2 8 5 ,8 4 9 7 ,4 2 2 8,1 9 2 8 ,0 8 1

計 (C ) 8 .0 1 7 6 ,0 1 8 7 .6 3 0 8.5 1 0 8 ,3 4 5

機 能 回 復 訓 練 1,0 6 3 1,4 2 6 1 ,3 0 9

計 (D ) 1,0 6 3 1,4 2 6 1 ,3 0 9

累 計 (A ) + (B ) + C ) + (D ) 1 9 ,2 5 1 1 3 ,3 7 7 1 9 ,2 4 9 2 0 ,2 6 6 2 1,6 6 1
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11　失業対策事業

HKH呂Mum

;訳 年度当初在籍者数 年度末

在籍者数

離 籍 者 内 訳

男 女 計平均年齢 就職 自営業移管 死亡その他 計

57 240人375人615人 6声3歳! 599人 0人 8人 0人 6人 2人 16人

58 230 369 599 662 586 0 .7 1 5 0 13

59 225 361 586 67.4 563 0 15 0 6 2 23

60 212 351 563 68fl 541 0 7 0 4 ll 22

61 202 339 541 683 249 0 1 0 1 290 292

(2)厚　　　生

ア　就職等奨励金

失業対策事業就労者の一般常雇用への就労又は自営開業を促進し、就労者の生活安定に寄与することを目

的として、昭和3 9年1 0月1日より実施している。

贈与金1人当たり市より270,000円、県より130,000円、国より100,000円、計500;000円

圃職等奨励金支給状況

区分 年度
5 7 5 8 5 9 6 0 6 1

鶴

本

市

就 職 者
男 0 0 0 0 0

女 0 0 0 0 0 .

自営開業者
男 5 4 8 3 0

女 3 3 7 4 1

自立引 退者
男 - - - チ 0

女
- - - 4 0

計 8 7 15 1 8 1

熊

本

輿

就 職 者
男 0 0 0 0 0

女 0 0 0 0 0

自営開業者
男 1 3 1 0 0

女 1 2 7 2 0

自立引退者
男 - - - 4 0

女
- - - 0 0

計 2 5 8 6 0

合 計 1 0 1 2 2 3 2 4 1

イ　特例給付金等

失業対策事業の制度改善に伴う、年齢要件の設定及び任意により失対事業から引退した就労者に対し引退後

の生活安定に寄与することを目的として、昭和61年8月1日より実施している。 (なお、就職等奨励金との併

給は行っていない)

特例給付金(国) 1,500000円、特別報奨金(輿) 200000円、銭別金(市) 600000円

支給状況 区 年度
6 1

熊 本 市
男 1 0 8

女 1 82

熊 本 県
男 3 6

女 6 9

計 3 9 5

ウ・共　済　会

失業対策事業に就労する労務者で組織する各組合員の互助共済及び福祉増進を図ることを目的として、昭

和38年1 0月1日厚生会が設立された。

補助金1カ月1人当たり　300円
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12　国民健康保険(昭和34年7月1日事業開始)

(1 )世帯数及び被保険者数

区 分 年 度
5 7 5 8 5 9 6 0 6 1

総 世 帯 数 . 1 8 5 ,3 4 6 1 8 8 ,1 9 6 1 9 3 ,0 9 1 1 9 2 ,7 8 0 1 9 5 ,0 5 5

被 保 険 者 世 静 数 6 7 ,5 2 2 6 9 ,4 7 5 7 1 ,6 0 5 7 4 ,3 0 8 7 6 5 7 9

加 入 率 (% ) 3 .6 .4 3 3 6 .9 2 3 7.0 8 3 8 .5 5 3 9 .2 6

総 人 口 5 3 8 ,0 2 5 5 4 4 3 3 4 5 5 0 ,3 、1 8 5 5 4 β 6 2 5 5 9 ,7 3 9

被 保 険 者 数 1 6 9 ,7 3 9 1 7 2 ,5 3 5 1 7 5 ,2 2 0 1 7 8 ,6 5 0 1 8 1 ,5 9 2

加 入 率 (% ) 3 1 .5 5 3 1 .7 0 3 1 .8 4 3 2 .2 4 3 2 .4 4

(注)　総仕帯数及び総人口は各年度3月31日現在

(2)保険料賦課徴収状況

年 度

区分 5 7 5 8 5 9 6 0 6 1

現 調 定 額 (円) 6 ,6 3 0 ,6 4 4β20 7β2 9 ,4 9 8 β3 0 7 ,6 0 7 2 9 5 ,6 60 9β1 0 ,6 1 0か3 2 1 0 2 9 0 2 9 7 ,9 4 3

年

皮
収 入 済 額 (〟) 6 1 2 1β1 7 ,4 40 6 ,7 6 3 ,70 2 β0 7 7 0 4 5 ,7 9 0 ,4 9 5 8 2 4 8 ,0 1 7ユ5 0 9 ,2 0 8 5 5 2 0 9 5

分 収 納 率 ( % ) 9 2 3 2 9 2 2 8 9 2 .6 2 9 1 5 4 8 9 .4 9

過 調 定 額 (円) 9 1 1 .0 8 4 D 5 5 9 4 3芦4 8 ,1 8 5 l p 0 1β0 1,6 7 3 1,0 2 1月2 1 ,48 0 1 2 5 2 ,4 1 4 2 9 2

年

皮
収 入 済 額 (〟) 2 0 3 0 9 6ユ1 0 2 3 1 3 2 5 2 5 3 2 5 7 2 6 6β8 8 2 6 2β9 8 ,6 4 0 2 6 6 2 2 6 2 7 5

分 収 納 率 (% ) 2 2 .2 9 2 4 5 9 2 5 .6 8 2 5 .7 2 2 12 6

計

調 定 額 (円) 7 5 4 1 ,7 2 8 3 7 5 8 ,2 7 2β4 6声1 5 8 ,6 0 9 1 9 7 ,3 3 3 1 0 0 3 1β3 2 ,4 1 2 l l ,5 4 2 ,7 1 2 2 3 5

収 入 済 額 (〟) 6 ,3 2 4 ,4 1 3 5 5 0 6β9 5β2 7 β6 0 7β0 3 0 5 6 ,8 8 3 8 ,5 1 0 ,7 1 5 ,7 9 0 9 ,4 7 4 ,7 7 8 3 7 0

収 納 率 (% ) 8 3 S 6 8 2 0 4 8 4 .8 3 8 4 .8 4 8 2 f1 8

賦 課 期 日 4 月 1 日 4 月 1 日 4 月 1 日 4 月 1 日 4 月 1 日

徴 収 回 .敬 . 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

保

険

被 ㈱ 人当た り (円) 3 9 ,0 6 4 4 2 4 8 1、 4 3 ,6 0 4 5 0 -5 5 2 5 6 ,7 9 9

1 世 帯
最 高 (円) 2 4 0 β0 0 2 7 0 0 0 0 2 9 0β0 0 3 2 0 0 0 0 3 5 0 β0 0

. 料 最 低 .( ′′) 9 β6 0 1 2 J6 6 0 l l ,0 4 0 1 7β4 0 1 8 ,4 6 0

m 当 た り
平 均 (〟) 9 8 2 0 0 10 5 4 9 8 1 0 7β5 2 1 2 2 3 0 2 1 3 5 2 6 3

保 所 得 割 (% ) 7 .5 0 7 5 0 7 5 0 7 5 0 7 .7 8

険

料
均 等 割 (円) 1 3 2 0 0 1 3β0 0 1 3 β0 0 1 8 ,4 0 0 2 1 ,8 0 0

率 平 等 割 く〟) l l ,7 0 0 1 3 3 0 0 1 3β0 0 1 6か0 0 1 7β0 0

賦 所 得 割 (% ) 6 6 .8 2 6 6 .0 4 6 7 .7 3 6 2 0 9 6 0 .6 3

課

劉
…均 等 割 (〟) . 2 4 5 3 2 4 ユ9 2 2 3 5 2 7 5 8 2 9 5 3

A
口

1 平 等 . 割 ( " ) 8 .6 5 9 7 7 9 3 2 1 0 .0 3 9 .8 4

財

政

歳 入 (円) 1 9 5 0 0 5 4 2ユ5 0 1 9 3 4 5 ,7 2 7 2 0 1 2 0 ,0 3 3β0 7 か9 0 2 2 4 3 4 ,5 3 4 ,9 5 2 2 5 ,0 9 3 ,4 7 4 3 6 2

歳 出 ( 〟) 2 0 5 5 1 3 2 8 ,17 7 1 9 ,4 3 9 ,4 6 7 β8 7 2 0 ,9 6 9 β0 0万6 5 2 5 3 4 0 ,7 8 9β8 6 2 8 ,4 1 9 ,7 1 6β7 1

秩 単 年 度 収 支 額 ( 〟) △ 9 7 0β6 0 ,7 1 9 9 5 7β4 5β4 1 △ 8 4 1 ,7 5 2 3 8 9 △ 1 ,9 7 0 ,7 6 2 3 5 9 △ 4 1 9 ,9 8 7 5 7 5

釈 累 積 収 支 額 ( 〟) △ 1,0 5 0 ,7 8 6 ,0 2 7 △ 9 3 ,7 4 0 ,1 8 6 △ 9 3 5 ,4 9 2 5 7 5 △ 2 3 0 6 ,2 5 4 ,9 3 4 △ 3 3 2 6 2 4 2 5 0 9
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(3)給付状況

区 分 年 度 5 7 5 8 5 9 6 0 6 1

給 付

割 合

- 般 被 保 険 者 (割) 7 7 7 7 7
退 職 者 本 人 (〟) 8 8 8

漂遺 品 〝) 7

8

7

8

7

8
漂遥 孟 〝)

療 養 件 数 1,18 1 ,3 3 6 9 0 4 3 0 5 9 2 3 1 14 9 9 1 ,54 2 1 0 0 0 ,4 9 4

諸 費 費 用 (円) 2 4 ,6 1 7 ,6 8 4 2 0 7 1 4 5 3 9 ,7 9 5 ,7 1 2 1 5 2 5 6 ,2 7 9 ,6 2 5 1 7 ,1 4 9 β95β52 18 β5 73 8 2 5 7 6

助 産 費

件 数 1,7 3 6 1 ,7 3 9 1 ,5 7 5 1 ,5 1 2 1,4 3 6

費 用 (円) 1 7 3 2 80 ,0 0 0 1 7 3 :9 0 0∫ー00 1 5 7万00 ,0 0 0 1 5 13 3 0 .0 0 0 1 4 3β0 0 .0 0 0

( 1 0 0 ,0 0 0 ) (1 0 0 ,0 0 0 ) U O O jO O O ) (1 0 0 ,0 0 0 ) (1 0 0 ,0 0 0 )

葬 祭 費

件 数 1,3 9 4 1 ,4 6 2 1 ,5 4 0 1 ,5 9 9 1 ,5 6 8

費 用 (円) 2 7 ,14 0 0 0 0 2 9 ,1 9 5 0 0 0 3 0 β00 ,00 0 3 1β80 β00 3 1 ,3 6 0β0 0

(2 0 ,0 0 0 ) ( 2 0 ,0 0 0 ) (2 0 0 0 0 ) (2 0 ,0 0 0 ) ( 2 0 ,0 0 0 )

給 付 費 件 数 1 1 8 4 ,4 6 6 9 0 7 ,5 0 6 9 2 6 2 2 9 9 9 4β53 10 0 3 ,4 9 8

合 計 費 用 (円) 2 4 β1糾 04 2 0 7 1 4 ,7 4 2 3 9 0 ,7 1 2 1 5 ,4 4 4 5 7 9 ,6 2 5 1 7 3 3 2β75 ,0 5 2 1 8 β32 9 4 2 5 7 6 .

は 9 件 数 10 4 3 9 1 1 1 0 ,4 3 4 1 1 3 ,1 6 3 1 1 5β29 1 1 7 ,3 5 7

きゆ つ

あん ま
費 用 (円) 9 9 ユ7 1,4 5 0 1 0 4 S 1 2 3 0 0 1 0 7 ,5 0 4 β50 1 2 1 ,6 2 0 ,4 5 0 1 2 3 2 2 4β5 0

施 術 (9 5 0 ) (9 5 0 ) ( 9 5 0 ) ( 1,0 5 0 ) ( 1,0 5 0 )

(注) ( )内は1件当たり給付額、昭50.10.1あんま施術　実施

昭59.10.1より退職者医療制度が創設

(4)診療費・諸率

区 分 年 度
5 7 5 8 5 9 6 0 6 1

受 診 率 ( % ) 6 5 6 .1 4 5 6 6 .8 0 5 7 6 ー2 2 5 8 7 .4 3 5 9 6 .4 2

1 件 当 た り 日 数 4 .3 3 .5 3 .5 3 .5 3 .5

1 件 当 た り 費 向 額 ( 円 )
2 1 ,7 1 2 1 6 ,6 8 4 1 7 ,1 7 5 1 8 ,5 2 8 1 9 ,6 5 0

1 人 当 た り 費 用 額 ( 〟 ) 1 4 2 ,4 5 9 9 4 ,5 6 5 9 8 ,9 6 5 1 0 8 ,8 3 9 1 1 7 ,1 9 9

1 人 当 た り 受 診 日 数 2 8 1 7 2 0 1 9 2 1

1 日 当 た り 費 用 額 ( 円 ) 5 ,1 0 6 4 ,7 4 1 4 ,9 0 3 5 ,3 0 2 5 ,6 3 6

1 世 帯 当 た り 費 用 療 ( 〟 ) 3 5 8 ,1 1 9 2 0 5 ,5 6 6 2 1 0 ,8 9 7 2 3 0 ,7 9 2 2 3 9 ,8 4 0

出 生 . 率 ( X o ) 1 0 .2 1 0 .1 9 ー0 8 .5 7 .9

死 亡 率 ( X . ) 8 .2 8 .5 8 .8 9 .0 8 .7

(5)納付組織(昭62. 3.31現在)

名　　称　　国民健康保険会

組織数　　624

加入状況　　6 4.2 0%

事務費　(保険会長の事務費)

o当該月に係る保険料を当該月の1日から翌月の4日までに完納したとき、保険料頒収書1枚

につき110円

・。当該月に係る保険料を翌月の5日から翌月の1 0日までに完納したとき、嶺収書1枚につき

50円
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13　国　民　年　金(昭和34年8月22日事業開始)

(1 )拠出年金被保険者状況

. 区 分 年 度 5 7 5 8 5 9 6 0 6 1

被

保

第 1 号 被 保 険 者 7 4 ,4 4 3 7 4 ,1 6 0 7 3 ,2 8 7 7 6 ,5 6 7 8 0 ,0 3 5

任 意 加 入 .者 3 5 ,2 3 1 3 3 ,7 7 5 3 2 ,4 5 3 3 3 ,8 9 4 1 ,3 3 0

険 第 3 号 被 保 険 者
- - - - -.

5 1 ,7 6 4

者 計 1 0 9 ,6 7 4 1 0 7 ,9 3 5 1 0 5 ,7 4 0 1 1 0 ,4 6 1 1 3 3 ,1 2 9

保 免 法 定 免 除 者 3 ,9 5 1 4 ,1 7 0 3 ,6 6 3 3 ,5 1 3 4 ,3 1 4 、.

険 除 ′ 申 請 免 除 者 6 ,3 1 3 8 ,9 7 2 1 0 ,8 5 2 9 ,4 8 6 7 ,8 9 6

料 者 : 計 1 0 ,2 6 4 1 3 ,1 4 2 1 4 5 1 5 1 2 ,9 9 9 1 2 ,2 1 0

免 除 率 (% ) 1 3 .9 1 7 .7 1 9 .8 1 7 .0 1 5 .3

(2)拠出年金受給者及び支給年金額

年度
区分

5 9 i 6 0 61

受 給者 年 金 額 受 給者 & & 受給 者 *p &

老 齢 年 金 2 2 1 0 0 人 7,0 6 Oj0 8 5β0 0 円 2 25 7 2人 75 812 9 5 3 0 0円 2 32 9 2 人 80 64 β0 33 0 0 円

通 算 老 齢 年 金 6β2 2 7 9 45 0 1,3 0 0 7,0 1 1 1β0 2 β0 9 ,3 0 0 7,8 7 6 12 0 43 8 1 ,60 0

老 齢 基 礎 年 金 - - - - 1 0 8 3 40 0 0,0 0 0

障 害 年 金 83 7 5 3 53 4 80 0 0 8 8 8 5 8 8 3 7 6β0 0 8 9 0 6 3 0β6 2 3 0 0

障 害 基 礎 年 金 - - - - 4 9 3 6,0 9 09 0 0

母子.準母子年金 4 4 7 3 0 5,6 9 1,0 0 0 4 2 5 2 8 7 β70 ,4 0 0 3 5 1 2 8 1β6 7 3 0 0

遺 児 年 金 1 7 8 2 1 32 0 0 1 8 8,8 14 β0 0 l l 62 7 4 9 0 0

遺 族 基 礎 年 金 - - - - 4 3 2 4 ,7 8 6 0 0 0

寡 婦 年 金 1 6 2 2 9β3 73 0 0 1 5 7 3 43 1 4 D 0 0 1 5 9 5,6 9 9 ,1 0 0

計 2 9,5 8 5 8 ,7 3 42 7 7,0 0 0 3 1,1 7 1 9,50 3 3 80 ,1 0 0 3 2,7 7 9 1 0 2 8 9,1 6 5 ,4 0 0

(3)検認実施状況

区 分 . 年度 5 7 5 8 5 9 6 0 6 .1

検 認 対 象 月 数 1,0 2 6 ,0 1 0 9 6 9 ,7 2 8 9 1 0 ,4 6 9 9 9 5 ,5 1 1 7 2 1 ,1 1 9

検 認 実 施 月 数 9 5 4 ,7 4 4 8 8 9 ,7 9 3 8 5 6 ,0 2 9 8 4 0 ,2 6 1 5 5 9 ,7 0 0

前 納 月 数 2 8 6 2 4 5 3 5 7 2 9 4 0

検 認 率 <SQ 9 3 .1 9 1.5 9 4 .1 8 4 .4 7 7 .6

(4)納　付　組　合(昭62.3.31現在)

納付組合設置数　　5 4 7組合

組　合　員　数　　26,438人

組　織　　率　　92.8%

手.数　科　組合を通して納付された保険料1件につき58円

口座振替の方法により納付された保険料1件につき48円
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(5)福祉年金受給該当者状況

区 分 年 度
5 7 5 8 5 9 6 0 6 1

老 齢
人 % 人 % 人 % 人 % 人 %

1 2 1 8 1 8 0 1 1 2 5 0 7 8 .5 1 0 ,4 2 0 7 6 .7 9月9 8 7 4 8 5 1 6 7 1 .3

障 害 (障 害基 礎 ) 3β4 0 2 0 3 D 8 3 2 1 .5 3 ,1 6 9 2 3 3 3 ,2 9 9 2 6 3 ,4 2 5 2 8 .7

母 子 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0

準 、 母 子 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 1 5 2 2 3 1 0 0 1 4 β3 3 1 0 0 1 3 5 8 9 1 0 0 1 2 β9 7 1 0 0 l l ,9 4 1 1 0 0

(6)福祉年金受給状況

年度

区分

5 9 60 6 1

全額支給
妄 語

計 全額支給
妄 苦

計 全額支給 妄 藷
計

老

齢

件 数 8∫)5 4 91 1 8 β65 71 91 8 71 8,0 62 6,330 8 95 72 2 5

金額 (千円) 2 ,474,189 2 133 4 1 2 ,687 5 30 22 86,738 2 08 ,44 6 2,4 95ユ8 4 2,06 61 12 22 1,1 17 2 2 87,22 9

′障

壁
1=1

件 数 2β97 17 3 0 14 31 2 8 19 3ユ4 7 3 3 01 3 6 3β3 7

金額 (千円) 1,2 57,98 4 2 3 5 6 1,260 ,940 1,35 3,804 3 ,5 11 1,35 7芦15 2 ,4 14,7 51 97J03 0 2 万1 1,781

母

子

件 数 0 0 0 0 0 0 0 0 0

金額 (千円) 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計
件 数 l l,05 1 92 8 1 1β79 10,319 89 0 1 12 09 9,63 1 93 1 10,562

金額 日二円) 3,73 21 7 3 2 162 97 3^ 4 8,4 70 3 β4 0,542 21 1β5 7 3β5 2,49 9 4,4 80β63 3 18 1 4 7 4,79 90 10
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14　戸　籍・住　民

(1 )各種人口登録数
(各年度3月31日現在)

年 度

区分

6 0 6 1

本 庁 支 所 計 本 庁 支 所 計

.住

氏

登

蘇

人

口

男 1 7 5 ,5 8 5 8 3 ,9 8 0 2 5 9 ,5 6 5 1 7 6 ,8 3 2 8 5 ,0 5 6 2 6 1,8 8 8

女 1 9 4 ,4 5 7 9 0 ,7 4 4 2 8 5 ,2 0 1 1 9 6 ,0 8 9 9 1 ,9 2 7 2 8 8 ,0 1 6

計 3 7 0 ,0 4 2 1 7 4 ,7 2 4 5 4 4 ,7 6 6 3 7 2 ,9 2 1 1 7 6 ,9 8 3 5 4 9 ,9 0 4

世 帯 数 1 4 2 ,3 6 8 5 5 ,9 8 4 1 9 8 ,3 5 2 1 4 3 ,9 7 9 5 6 ,2 6 7 2 0 0 ,2 4 6

外国 人 登 録 人 口 1,3 8 4 - 1 ,3 8 4 1,4 6 7 -
1 ,4 6 7

戸

m

本 籍 数 1 2 6 ,7 2 2 4 2 ,0 3 7 1 6 8 ,7 5 9 1 2 8 ,2 7 8 4 2 ,9 3 4 1 7 1 ,2 1 2

本 籍 人 口数 3 4 8 ,2 2 0 1 2 2 ,0 3 6 4 7 0 ,2 5 6 3 5 0 ,4 1 5 1 2 4 ,1 9 7 4 7 4 ,6 1 2

(2)各種事務受理件数

年度

区分

6 0 6′1

本 庁 支 所 計 本 庁 支 所 計

戸

籍 .

出 生 5,9 8 6 1 ,7 8 4 7 ,7 7 0 5 ,7 8 8 1 ,6 4 5 7 ,4 3 3

死 亡 2 ,7 6 0 4 7 9 3 ,2 3 9 2 ,6 8 1 4 7 9 3 ,1 6 0

婚 姻 2 ,8 8 3 7 8 7 3 ,6 7 0 2 ,7 9 4 7 2 1 3 ,5 1 5

離 婚 9 0 9 1 7 7 1 ,0 8 6 8 5 0 1 4 9 9 9 9

転 籍 1 ,2 5 1 4 5 6 1 ,7 0 7 1 ,1 8 8 4 4 2 1 ,6 3 0

認 知 5 1 1 2 6 3 7 9 1 0 8 9

* ? 2 2 8 7 2 3 0 0 2 3 9 7 8 3 1 7

養 子 離 縁 7 2 1 8 9 0 7 9 1 0 8 9

m 7 0 7 1 8 1 8 8 8 7 7 8 1 3 4 9 1 2

分 籍 5 4 3 5 7 6 0 1 0 7 0

そ の 他 1,1 6 4 3 7 4 1 ,5 3 8 1 ,1 1 4 3 5 3 1 ,4 6 7

計 1 6 ,0 6 5 4 ,3 4 3 2 0 ,4 0 8 1 5 ,6 5 0 4 ,0 3 1 1 9 ,6 8 1

住

氏

7*

転 入 1 7 ,9 7 2 5 ,1 0 5 2 3 ,0 7 7 1 6 ,8 2 9 5 ,1 9 3 2 2 ,0 2 2

玩 . 出 1 6 ,3 1 1 5 ,2 6 6 2 1 ,5 7 7 1 5 ,7 4 2 5 ,3 4 6 2 1,0 8 8

転 居 1 6 ,2 8 2 4 ,5 8 9 2 0 ,8 7 1 1 5 ,2 7 4 5 ,2 2 4 2 0 ,4 9 8

且

録
そ の 他 2 6 ,1 2 6 7 ,1 5 8 3 3 ,2 8 4 3 6 ,4 1 6 1 8 ,2 3 6 5 4 ,6 5 2

計 7 6 ,6 9 1 2 2 ,1 1 8 9 8 ,8 0 9 8 4 ,2 6 1 3 3 ,9 9 9 1 1 8 ,2 6 0

印 新 規 2 1 ,4 0 2 9 ,2 5 0 3 0 ,6 5 2 2 2 ,1 6 7 7 ,7 6 5 2 9 ,9 3 2

鑑 廃 止 2 ,7 2 1 1 ,6 4 1 4 ,3 6 2 2 ,7 4 1 1 ,6 1 4 4 ,3 5 5

登

m

亡 失 2,7 5 5 1 ,2 3 8 3 ,9 9 3 3 ,0 1 5 1 ,3 5 9 4 ,3 7 4

計 2 6 ,8 7 8 1 2 ,1 2 9 3 9 ,0 0 7 2 7 ,9 2 3 1 0 ,7 3 8 3 8 ,6 6 1

外 登 新 規 4 6 4 -
4 6 4 4 9 4 - 4 9 4

国

人録

そ の 他 申 請 1,9 1 2 -
1 ,9 1 2 1 ,6 2 3 - 1 ,6 2 3

計 2 ,3 7 6 - 2 ,3 7 6 2 ,1 1 7 - 2 ,1 1 7
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(3)各種証明取扱件数

区 分

年 度

本 庁 支 所 計

有 料 無 料 計 有 料 無 料 計 有 料 無 料 計

60

戸 籍 関 係 10 1β0 7 7 ,7 8 2 1 0 9 3 8 9 3 5β9 2 3 2 8 4 3 9 2 ケ6 1 3 7万9 9 1 1β6 6 1 4 8 ,6 6 5

住 民 票 関 係 2 6 1 ,1 7 3 5 0 ,3 9 2 3 1 1 ,5 6 5 12 0β7 9 . 2 0 ,6 2 3 1 4 1,6 0 2 3 8 2 1 5 2 7 1 ,0 1 5 4 5 3 ,1 6 7

印 鑑 証 明 22 5 3 6 5 3 5 8 2 2 6 2 2 3 1 7 1 ,2 9 7 2 4 9 1 7 1,5 4 6 3 9 7 ,1 6 2 6 0 7 3 9 7 ,7 6 9

計 5 8 8 ,6 4 5 5 8 5 3 2 6 4 7 ,1 7 7 3 2 8 2 6 8 2 4 1 5 6 3 5 2 4 2 4 9 1 6 9 1 3 8 2 6 8畠 9 9 9β0 1

6 1

戸 籍 BEI 係 9 4 3 7 1 由 3 0 1 0 2 β0 1 3 4 声9 9 . 3 1 6 6 3 7 ,7 6 5 1 2 8 ,9 70 1 1β9 6 1 4 0 3 6 6

住 民 票 関 係 2 6 6 3 5 8 5 5β08 3 2 1 ,3 6 6 1 2 8 1 8 9 2 2 ,4 9 2 1 5 0 ,6 8 1 3 9 4 5 4 7 7 7 5 0 0 4 7 2 β4 7

印 鑑 証 明 23 5 β7 1 4 1 5 2 3 6か8 6 1 8 1,7 4 1 1 4 7 1 8 1 ,8 8 8 4 1 7 ,4 1 2 5 6 2 4 1 7 ,9 7 4

計 5 9 6 ,4 0 0 6 3 ,6 5 3 6 6 0 ,0 5 3 3 4 4 ,5 2 9 2 5 ,8 0 5 3 7 0β34 9 4 0β2 9 8 9 ,4 5 8 1 ,0 3 0 ,3 8 7

15　住　民　組　織

(1 )町内自治会の結成状況

年 自治 会 LA ) 組 数 文 書配 布世 帯 数 田 }
文 書 配 布 牌 数 平 均 雷

5 8 5 4 4 1 5 ,4 9 5 1 6 9 2 2 2 3 1 1

5 9 5 4 9 1 5 ,8 7 7 1 7 1 ,9 9 9 3 1 3

6 0 5 5 3 1 6 ,2 8 9 1 7 4 ,8 9 0 3 1 6

6 1 5 5 9 1 6 ,7 7 8 1 7 8 ,5 3 2 3 1 9

6 2 5 6 1 1 7 ,9 6 1 、 1 8 1 ,7 9 7 3 2 4

(2)委託事務内容

広報紙(市政だよカ等).回覧文書、一一般文書(印刷文書)の配布事務

(3)文書配布委託料　　　一世帯　月　40円

(4)補　助　金

町内自治振興補助金として、町内自治の振興を図9、健全な自治会運営軽資するため、次の基準により

交付する

町 内 自治 振 興 補 助 金 交 付 基 準 金 額

2 0 0 世帯 以 下 の 町 内 年 5 5 ,0 0 0 円

2 0 1 世 帯以 上 4 0 0 世 帯 以 下 の 町内 6 0 ,0 0 0

4 0 1 世 帯以 上 8 0 0 世 帯 以 下 の 町 内 6 5 ,0 0 0

弓 0 1 世 帯以 上 の町 内 7 0 ,0 0 0

町内防犯燈補助金として、防犯燈を管理する町内自治会等の地域団体に対して.補助金を交付する

防犯虚数　17,1 63燈(昭62. 3.31現在)

補助基準　1燈につき年額2,0 0 0円
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16　住居表示整備事業実施状況(計画面積41.60Kd　実施面積37.36M)
(暗62.3.31現在)

一
一

り

区分
整 備 区 域 面 積 対象件数 実施 期 日

1 次

束子飼町 西子飼町 井… 淵町 北千反畑町 南千反 1m 件 昭

40 . 4 . 1
畑町 南坪井町 草葉 町 上林町 城東町 上通 町

1 ,28 1, 060 6,5 76
水道町 手取本町 安政町 中央衝 花畑町 下通一

丁 目 下通二丁 目 新市街 桜町 辛島町 .紺 屋今町

2 次

妙体寺町 坪井一丁 目～坪井三丁 目 本丸 千葉 城町

1,60 7 ,76 0 4,6 95 40 . ll . 1二の丸 宮 内 古城町 古京町 新町】丁 目～新町四

丁 目

3 次
新屋敷一丁 目～新屋敷 三丁 目 大江一丁 目～大 江六丁

目
1,6 21, 2 90 4,7 45 4 1. 7 . 1

4 次

新大江一丁 目 .新大江二丁 目 大江二丁 目 (追 加 )

1,9 73 ,8 00 8,8 38 4 2. 7 . 1
大江本 町 白山一丁 目～白山三丁 目 岡田町 菅原町

九品専 一丁 目～九品寺六丁 目 本荘二丁 目～本荘四丁

目 南熊本一丁 目～南熊本三丁 目

5 次

本荘五丁目 本荘六丁 目 南熊本 四丁目 南熊本五丁

1, 214 ,00 0 6,8 10 4 3.l l. 1目 二 本木ー丁 目～二本木五丁 目 春 日】丁 目 春 日

二丁 目 田崎本町

6 次

迎町⊥丁 目 迎町二丁 目 弥生町 琴平一丁 目 琴平

2, 33 3,0 00 8 ,14 7 4 4 . 8 . 1

二丁 目 琴 平本町 南鹿本 五丁 目 ( 追加 ) 円坪 井町

壷′一丁 目 壷JH二丁 目 只町一丁 目 吊町二丁 目
京町本丁 上熊本一丁 目 上熊本二丁 目 段 山本町

春 日三T 目～春 E]五T 目

7 次

水 前寺】丁 目～水前寺六丁 目 水前寺公園 神水一丁

2 ,52 4,0 00 8 ,98 0 45. 1 0. 1目 上京塚町 京塚本町 九品専一丁 目 (追加 ) 本

荘一丁 目

8 次

坪井四丁 目～坪井六丁 目 薬園町 子飼本町 室園町

黒髪一丁 目～黒髪八丁 目 上水 前寺一丁 目 上水前寺
2 ,84 3, 000

( 1,64 8, 000 )
10,62 6

(60 6 )
4 7 . 4. i

二丁 目

9 次

(前期 )

国府】丁 目～国府四丁 目 国府本町 出水一丁 目～ 出
2,3 59 ,000

(2,22 1,0 00 )

7,65 7
(1, 10 5 )

4 7. 12 . 1水八丁 目 江津- 丁 目 江津二丁 目 八王寺町 萩原

町

9 次
(後期 )

神水本町 柳東一丁 目～湖東三丁 目 新生一丁 日 新
2,6 66, 000
( 110, 000 )

8.88 8
(0 )

4 8. 8 . 1生二丁 目 水領一丁 目 水源二丁 目 栄町 .-南町 広
木町 若葉 一丁 目～若葉六丁 目

l o沢

津浦町 出町 稗田町 池 田一丁 目～池 田四丁 目 池
7,5 28 ,000

(6,0 6 3,00 0)
14,87 2

(93 ) 4 9. 10. 1亀町 花 園一丁 目～花園七丁 目 上熊本三丁 目 島崎

一丁 目～島崎七丁 目 声坂町

1 1 次

新大江三 丁 目 神水二丁 目 尾 ノ上一丁 目 尾 ノ上二

3, 87 0,000 10 ,6 68 5 0 .10 . 1
丁 目 錦ケ丘 健軍一丁 目 健軍二丁 目 健軍四丁 目

健軍五丁 目 清水本町 清水東町 清水 亀井町 八景

水谷一丁 目 八景水谷二丁目

1 2 次
帯 山一丁 目～帯 山五丁 目 保 田建一丁 目 保田窪二丁

目
1, 2 10,0 00 4, 703 5 1 .10 . 1

1 3 次 渡鹿】丁 目～渡鹿七丁 目 大江一丁 日 (追加 ) 97 0,00 0 4 ,188 5 2 .10 . 1

1 4 次
田崎一丁 目～田崎三丁 目 八 島】丁 目 八島二丁 目

1 ,15 0,0 00 2 ,928 5 3 .10 . 1
健軍本町 健軍三丁 目 本荘五丁 目 (追加 )

1 5 次 横手一丁 目～横手五丁 目 900 ,0 00 2 ,505 5 4 . 10 . 1

1 6 次 大江二丁 目 (追加 ) 8 0,0 00 65 3 55. 10. 1

1 7 次 帯 山四丁 目 (追加 ) 帯 山五丁 目 (追加 ) 17 5,0 00 71 9 5 6 .10 . 1

1 8 次 帯山五丁 目 ( 追加 ) 6 7 ,0 00 29 1 5 7 . 10 . 1

1 9次
出水四丁 目 出水 八丁 目 江津二丁 目 (追加 ) 八景 58 8, 00 0 1,45 8

5 8. 10. 1
水谷三丁 目 (3 9, 000 ) (0 )

2 0 次 本 山一T 目～本山四丁 目 40 0 ,000 1,4 18 5 9 . 10 . 1

(注) (　　)の面積は町界町名変更のみ

9次(前期)の面積( 2,221,000m?)の内494,000皿触1 9°次で実施
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17　交通安全対策

(1 )交通安全対策事業

ア　交通安全教育の普及徹底

安全教育

・学校、町内会、各種団体において、講演会、映写会、座談会、実技指導を年間を通して実施している。

交通指導員制度

昭和4 4年1 0月1日に発足し、現在委嘱されている交通指導負数は287人(定数300人)で、 1日、 10日、

2 0日の交通安全の日及び春秋の交通安全運動期間中、朝の通学通園時に街頭指導を行うとともに地域に

おける中核的指導者として交通安全に関する諸活動の指導にあたる。

待　遇

o謝礼金として年間2 0,0 0 0円を支払う

o装備品の貸与・・・夏冬服上下、・族・笛・胸章・腕章・手袋・市章ワッペン・雨衣・帯革・ -As.メット・

帽子・警笛つり・ネクタイ・長袖ワイシャツ

o公務災害の補償を適用する

交通安全運動の推進

春秋の全国交通安全運動にとどまらず、年間を通じて季節的事故防止運動を推進している。

○広報車による呼びかけ、市政だより・パンフレットの配布、ポスター・懸垂幕の掲示等による広報活

動

o現地検討会、巡回パトロール、推進大会等交通安全に関する一連の催物

o安全教育の集中的実施

幼児交通安全クラブの結成

幼児と母親に対し、交通安全教育を図り、交通安全思想を普及し、将来の立派な交通社会人の育成を図

る。

結　成　数

18クラブ

主な活動

o母と子の交通安全教皇の開催

○母親の交通安全研修会の開催

o地域における交通安全活動への参加及び協力

交通安全母の会

母親に一家の交通事故防止の主役的役割をはたしてもらうため、次の活動を行っている。.

主な活動

○母親が交通ルールやマナーを身につけるための交通安全学習会を開催

○家族の交通安全について、母親が1)-ダーシIt'プをとり、時にふれ注意を促す

o地域の交通安全活動について率先し、参加協力する
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イ　道路環境の整備促進

市民の交通安全施設設置要望の総合窓口となり、要望の早期実現のため、関係機関に凍極的に働きかけ

市民と関係機関のパイプ役を果たすとともに、現在はスクールゾーン内の交通安全施設の盤備に特に力を

入れ、関係機関と一体となって耽り組んでいる。

り　救済活動

交通事故による被災者を救済するため、交通災害共済事業及び交通事故相談所を開設。

エ　交通遺児援助基金の設立

昭和4 8年度から交通遺児で、 4、学校、中学校に入学するもの、又は中学校第3学年在学者に就学援助

金を支給するため、総額4,5 35万円tの基金を棟立てている。

オ　救済事業の拡充強化

交通事故相談　昭和4 2年7月開設、相談事項に応じた解決法を教示していたが、 4 7年4月新たに

事故相談所を開設し、専門相談員2名による毎日の相談業務のはかに毎週木曜日には

弁護士を招き法律上の特別相談を行っている。

交通事故相談件数

午 件 数

内 訳 利 用 者

被 害 者 加 害 者 市 内 県 内 県 外

5 7 1,1 8 1 9 1 0 2 7 1 1,1 2 1 6 0 0

5 8 1 ,0 8 6 8 3 0 2 5 6 1,0 2 5 6 1 0

5 9 1 ,0 4 9 8 0 9 2 4 0 1 ,0 0 5 4 4 0

6 0 1 ,0 0 3 7 8 5 2 1 8 9 5 2 5 1 0

6 1 1 ,0 3 4 7 8 3 2 5 1 9 3 0 1 0 3 1

相談内容件数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭和61年度)
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14 110 36 自軍 8 3 188 18 23 0 1 0 0 508 32

-

力　放置自転車対策

市民の良好な生活環境を確保するとともに、都市の美観を維持し、もって公共の福祉の増進に寄与するこ

とを目的とした熊本市自転車の放置防止に関する条例(昭和61年4月1日施行)をflj定しその対策に取り

組んでいる。
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自転車保管件数(61年度)

移 動 保 管 台 数 1,1 6 2 台 (内バ イク 2 7.台 )

返 還 台 数 1 4 4 台 ( 〝 3 台 )

処 分 台 数 6 3 9 台 1 9 台 )

(2)交通安全施設等設置状況

年 度

工 種

5 7 5 8 5 9 6 0 6 1

ffi fi X

はカ所
事業費

延長又

はカ所
事業費

延長又

は カ所
事業費.

延長又

は カ所
事業費

延長又

は カ所
事業費

歩 道 5′442m
119扉 円 2118 m 116381,TB

1β39 m
92,465 円 2β68 m

123.4481sffi
4月60 m 199J68㌔円

通 路 府 明
- -

27基 5,115 23S 6.754 13基 4∫-40 11 基 4285

防 護 柵 4041m 寸S3 50 4,6948 m 53184 10,790m 93353 133 87 m 104」54 3万57 m 58B36

交 差 点 改 艮 7噺 91 59 5 カ所 23X50 - -
4 カ所 13547 2 カ所 伸88

祝 巨 改 良
- -

1カ所 2ユ90 1カ所 4即0 3ま所 . 5,721 1 カ所 1238

区 画 線 175 20 m
7,84豆 18023 m 5,079 13350m 3jS44 33302 m 11656 32331 m 16292

道 路 反 射 鏡 89基 53 61 125基 6,998 128基 6997 118S 6550 78基 6956

視 線 誘 導 標
- - - - - - - - - -

自 転 車 道
- -

637m 24D23 906 m 1糾36 - - - -
自転車歩行者道 706 m 24153

28J36

- - - - - - .- - -
コミュニティ道路

-
323m 39500 - - - - - -

そ の 他
- - 66365 382 10 -

35,033
- 175 78

計 I 243266 - 342.685 264,429
- 304949 - 309362

(3)交通災害共済事業

施行年月日　　昭和4 3毎4月1日

方　　　式　　市　直　営

共萌=期間　　加入日の翌日から翌毎3月3 1日まで(毎度区分)

ア　加入状況

年 度 区 分
加 入 者 (人 ) 会 費 収 入 (円)

5 7 1 7 8,0 6 7 8 8 ,6 9 2,5 8 0

5 8 1 6 7,0 7 4 一8 3 ,4 5 5,4 8 0

5 9 1 7 2 ,2 5 8 8 6,0 5 5 ,6 4 0

6 0 1 6 4 ,9 5 5 8 2 ,3 8 9,3 2 0

6 1 1 8 6,9 7 6 9 3,3 6 8,6 4 0

(荏)各年度加入者には会費免除者(生存)を含む
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イ　会　　費

共 済 期 限 共 済 会 費

4月1 日から翌年3月3 1 日まで 5 0 0 円

7月1 日から翌年3月3 1 日まで 4 2 0円

1 0月1日から翌年3月3 1 日まで 3 4 0 円

1月1日から 3 月3 1 日まで 2 6 0 円

(注)生活県護を受けている者の加入は会費免除(共済見舞金は市負也)
小学1年生の会費は市負担(昭和5 2年4月より実施)

ウ　共済見舞金

死亡見舞金　1,2 0 0千円

傷害見舞金　　基礎額1 0,0 0 0円と治療実日数1日につき7 0 0円を加算する

(180日を限度とする)

弔慰見舞金　会員以外の者(市内居住)が交通事故により死亡したときは、 5,0 0 0円(市負麹)を支

払う

給付状況　　　　　　　　　　　(暗和61年度)

区 分 件 数 給 付 金 額

死 亡
1 8 件 2 1,4 8 叩 0 0 円

傷 害 1,4 1 2 6 7,2 4 2,0 0 0

合 計 1,4 3 0 8 8,7 2 2,0 00

(4)市内交通事故の推移

+ 人 身 事 故 死 者 m 者

n ゥ 指 数 実 数 指 数 n ft 指 数

5 7 3,8 3 2 件 10 0
2 5 人 1 0 0 4,4 2 9 人 1 0 0

5 8 4,3 0 7 1 1 2 2 6 1 0 4 5,0 3 0 1 1 4

5 9 4,28 9 1 1 2 2 5 10 0 5,17 7 1 1 7

6 0 4,4 1 0 1 1 5 19 7 6 5,2 1 0 1 1 8

6 1 4,4 8 7 蝣 1 1 7 3 9 1 5 6 5,2 5 2 1 19
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18　市　営　駐　車場

名 称 野 本 市 役 所 駐 車 場 市 営 花 畑 駐 車 場

P ¥ tE 地 熊 本 市 下 通 1 丁 目 1 番 8 号 噸 本 市 ノ荏 畑 町 4 番 1 8 暑

開 設 年 月 昭 fn 5 5 年 J 月 昭 知 4 7 毎 1 月

総 画 環 8 ,0 5 4 i㌔ 2.5 d 只

収 容 台 数

3 53 台 { ….≡ … … 台 三 ≡ 6: … 台

82 璃 : = = 台

駐 車 料 金

区 分 e a s * 車 両 区 分

料 金 区 分

.普通 自動車 、

小型 自動 車 、

.及 び馨 自動車

1

月BSHから金M Bま

で (休日を除く)

午前8時30分から

午後5時3 0分まで 規則で定める
用務先確妃印
がある等合

間以内は1 0 OR, ただし、

印がrlい場合は4 00 円
O M ^O Q U t古t てk Ⅰす
るときは、1時間ことに150
円

普 通 料 金

基 本 料 金 1 時 間以 内 3 0 0 n

土v nitt B t B 十、
午前8時30分から

午後0時30分まで
超 過 料 金

1 時 間 を超 え

る場 合は 3 0
* 蝣* 十 ご

S O I

2

nォRt'ト音w s t
で しけRs-i* ; i

午後5時30分から
午後1 0時まで

朋 rjで定める
用務先確官印
がない葛合

… 駐車を開始した時から1時
間以内は3 0 0PL /;だLl

ある名倉は1 0 0円

(2, 前号の時間を超えて駐車す

特 別 料 金 4 0 0 円

土確E](休ロを除く)
午後0時30分から
午壌1 0時まで

0 超過 料金 に つい ては 、駐 車 時 間に 3 0 分 未済 の端 数が ある

日B B 及び体E]
午前8時30分から
キ仕t Ot*1 I !H

ときは、 そ の端数 は 3 0 分 と して計算 す る

0 特 別 料金 は 、午 後 1 1 時 か ら翌 日の 午前 8 時 ま での 間に在

庫 す る車 両に つ いて通 用 す る
0駐車塩のBI負時刻までにmm しなかった韻合FCかける閉鎖時刻からa s の開始時剤までの料
金は、1時間までごとに1 5 0円を別LC意収すPろ,

営 業 概 要 台 数 4 4 6.76 4 台 台 数 1 07,4 5 5 台

(昭 和 .6 1 年 度 )I 収 入 9 8′8 0 3,2 0 0 円

ー

収 入 5 8,2 2 1 ,3 0 0 円

H 市 営 熊 本 城 二 の 丸 駐 車 場 熊 本 市 産 業 文 化 会 館 ▼駐 車 場

所 在 地 熊 本 市 二 の 丸 2 番 3 号 熊 本 請 茶 畑 町 7 番 1 0 .暑

開 設 年 月 昭 和 4 9 年 7 月
昭 和 5 6 毎 3 月

総 面 疎 2 5 ,6 3 9 r㌔ 4 2 8 I㌔

収 容 台 数 2 6 0 台 3 1 台

駐 車 料 金

車 両 区 分
ノ{ 、 自動 車 自動二 輪車

(I) 駐 車 を開 始 した時 か ら 1 時 間以 内 は 3 0 、0 円

料 金 区 分 (2) 前 号 の時 間 を超 え て駐 車 す る と きは、 1 時 間 こ とに 150 円

0 午 前 8 時 か ら午後 6 時 まで の駐 車 で規 則 で定 め る用務先 確
基 本 料 金 2 時 間 以 下

円 w H

1 0 05 0 0 2 0 0 認 印が あ る場 合 に つLh ては 、第 1号 の規 定 に かか わ らず 、

甚 車 を開始 した時 か ら 1 時 間以 内は 無料 とす る1

0 駐車 場 の 閉鎖時 刻 ま でに 出庫 しな か った場 合 にお け る閉鎖
超 過 料 金

2 時 間 を超

え る場 合 は
2 0 0 1 0 0 5 01時 間 jIす 時 刻か ら翌 日の開始 時 刻 ま での料 金 は 、 1 時 間 まで どとに

ごとに 1 5 0 円 を別 に徴収 す る

営 業 概 要

区 分 車 両 ノヾ ス 普 通 自動 車 自 動二 輪 車 合 計

.台 数 2 9,4 3 9 台

台 数 (台) 24,3 1 3 1 ご6.95 9 7 4 7 1 5 2 ,0 1 9

収 入 (円) ll,9 8 9 ,5 0 0 3 0 ,8 4 3 ,4 0 0 7 8 .2 0 0 蝣4 2,9 1 1 ,1 0 0

(昭 和 61 年 度 ) 収 入 1 5,4 9 2 ,6 7 0 円
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